
材料（3～4人分）

管理栄養士　寺島 彩香

作り方

すを Season’s Cooking

ゴーヤーは沖縄地方の方言で“にがうり”を指し、他に“つるれいし”とも呼ばれます。
果皮に含まれるモモルデシンという成分の独特の苦みが特徴です。鮮やかな緑とくせ
のある味から緑黄色野菜と思われがちですが、カロテン量は少なく淡色野菜です。
他の野菜に比べてビタミンCがとても豊富で、加熱してもほとんど壊れずに残ります。
また、ミネラルも豊富に含まれており、夏場で食が細くなったときの栄養補給にぴったり
の野菜です。
チャンプルーは沖縄の方言で｢混ぜる｣｢混ぜ合わせた料理｣のことで、さまざまな食材
をとり合わせて調理します。

｢ゴーヤーチャンプルー｣
今回のお料理

塩分1.1g

１人分あたりの
カロリー

234kcal

　［予約変更専用窓口］　0566-25-8103　　　
　［歯科口腔外科外来］　0566-25-8020

［ 救急外来について ］
当院の救急外来は、重症度の高い患者さんを優先に診療いたします。円滑な
救急医療を行うため、なるべくかかりつけ医か休日診療所、在宅当番医を受診
してください。必要に応じて当院にご紹介いただくシステムになっています。

［ 紹介状持参のお願い ］
当院の外来診療は紹介型専門外来です。初診の方は、地域診療所からの紹介状
（診療情報提供書）を必ずお持ちください。紹介状なしで受診された場合、初診時の
選定療養費5,000円（税抜）がかかり、待ち時間が長くなりますのであらかじめ
ご了承ください。

当院は、地域医療連携を推進しています。当院を受診される場合は、かかりつけ医
からの紹介と予約が必要です。皆さまのご理解とご協力をよろしくお願いいたします。

■予約変更専用窓口について

■かかりつけ医を持ちましょう

予約の変更・確認は、予約変更専用窓口で承ります。
ただし、歯科口腔外科の場合は歯科口腔外科外来までご連絡ください。

http://www.toyota-kai .or . jp/
刈谷豊田総合病院 検索

バックナンバーは当院ホームページにてご覧いただけます日本医療機能評価機構の
認定を受けています

卒後臨床研修評価機構の
認定を受けています

ISO 9001

ISO14001

ISO15189

平成18年2月に認証取得

平成12年2月に認証取得

平成19年2月に自己宣言に移行

平成22年11月に認定取得

：

：

：

・ゴーヤー・・・・・・・・
・豚肉薄切り・・・・・
・木綿豆腐・・・・・・・
・卵・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・サラダ油・・・・
・塩・・・・・・・・・・・・・・
・しょうゆ・・・・・・・・・・
・削り節・・・・・・・

1本（200g）
130～150g
１丁（300ｇ）

２個
大さじ1/2＋適宜

小さじ1/2
大さじ1/2

小１パック（3g）

❶

❷

❸

❹

❺
❻

ゴーヤーは縦半分に切って種とワタを除き、2～3mmの厚さに切る。
ボールに入れて10分ほど水につけ、ざるにあげて水気を切り、苦みを和らげる。
★苦みをより抑えたい場合は、ゴーヤー１本に対して小さじ１（分量外）の塩を揉み
　込み、沸騰した湯で10秒ほど茹でてください。
豚肉は３cｍ幅に切り、卵は軽く溶いておく。キッチンペーパーを２～３枚重ねて敷き、
豆腐を大きめの一口サイズに割って載せ、10分ほど置いて水切りをする。
フライパンにサラダ油大さじ1/2を強火で熱し、豆腐を入れて両面に焼き色がつくまで
焼き、取り出す。
同じフライパンにサラダ油を少々足して熱し、豚肉を入れて炒める。豚肉の色が変わっ
たらゴーヤーを加えてさっと炒め、塩としょうゆで調味し、ゴーヤーに火を通す。
豆腐を戻し入れて炒め合わせ、卵を加えて軽く混ぜふたをして蒸し焼きにする。
卵に火が通ったら皿に盛り、削り節を散らす。

 

数独の解答

広報誌

分野で社会に貢献します。保健 医療 福祉

ご自由にお取りください
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［ 夏季休診日のご案内 ］

平成29年8月11日（金）～15日（火）
※ただし、緊急の場合はこの限りではありません。
　当院の救急外来では重症度の高い患者さんを優先に診療いたしますので、
　あらかじめご了承ください。

患者の皆さまにはご不便やご迷惑をおかけしますが、
何卒ご理解とご協力の程お願い申し上げます。

電子カルテシステム更新による救急診療制限のお知らせ

【期間】平成29年8月11日（金）午後10時～8月13日（日）午前8時30分

更新期間中は、救急診療を制限させていただきますので他医療機関の
受診をお願いいたします。
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医
療
技
術
の
進
歩
は
急
速
で
、泌
尿
器
科
の
分

野
で
は
ロ
ボ
ッ
ト
支
援
手
術
が
普
及
し
て
い
ま

す
。患
者
さ
ん
に「
ロ
ボ
ッ
ト
支
援
手
術
を
行
い

ま
す
」と
お
話
し
す
る
と
、「
ロ
ボ
ッ
ト
が
手
術
す

る
の
で
す
か
」と
心
配
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。「
安
心
し
て
く
だ
さ
い
。ロ
ボ
ッ
ト
を
操
作
す

る
の
は
人
間
で
す
」と
答
え
て
い
ま
す
。

　

内
視
鏡
下
手
術
支
援
ロ
ボ
ッ
ト「
ダ
ヴ
ィ
ン

チ
」は
手
術
を
支
援
す
る
ロ
ボ
ッ
ト
で
す
。患
者

さ
ん
と
は
少
し
離
れ
た
コ
ン
ソ
ー
ル
と
い
う
操

作
ボ
ッ
ク
ス
に
て
、熟
達
し
た
医
師
が
遠
隔
操
作

を
し
て
手
術
を
行
い
ま
す
。出
血
が
少
な
い
、

傷
が
小
さ
い
、回
復
が
早
い
な
ど
患
者
さ
ん
へ
の

恩
恵
だ
け
で
な
く
、医
師
に
も
多
く
の
恩
恵
を

も
た
ら
し
ま
す
。

　

ま
ず
、長
時
間
の
手
術
を
座
っ
て
行
う
こ
と
が

で
き
ま
す
。そ
し
て
、3
D
カ
メ
ラ
で
鮮
明
な
映

像
を
見
な
が
ら
繊
細
な
操
作
を
行
う
こ
と
が

可
能
で
す
。鉗
子
と
い
う
器
具
の
先
端
に
関
節
が

あ
り
、自
由
に
動
く
た
め
操
作
性
が
良
く
、針
・
糸

を
使
っ
た
縫
い
合
わ
せ
を
細
か
く
的
確
に
行
う

こ
と
が
で
き
ま
す
。ま
た
、手
振
れ
防
止
装
置
も

付
い
て
お
り
、ロ
ボ
ッ
ト
の
支
援
効
果
は
非
常
に

高
い
で
す
。

　
「
ダ
ヴ
ィ
ン
チ
」は
日
本
国
内
で
250
台
以
上
導

入
さ
れ
て
い
ま
す
。前
立
腺
が
ん
の
ロ
ボ
ッ
ト
支

援
手
術
は
日
本
国
内
で
１
年
間
に
1
万
件
以
上

行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。昨
年
は
前
立

腺
が
ん
手
術
の
約
70
％
が
ロ
ボ
ッ
ト
支
援
手
術

で
行
わ
れ
、今
や
前
立
腺
が
ん
手
術
の
標
準
治
療

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ロ
ボ
ッ
ト
支
援
手
術
は
こ
れ
ま
で
の
常
識
を

覆
す
革
新
的
な
技
術
と
い
え
ま
す
。当
院
で
も

こ
れ
ま
で
300
件
以
上
の
ロ
ボ
ッ
ト
支
援
手
術
を

行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。今
の
と
こ
ろ
、保
険
診

療
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
る
ロ
ボ
ッ
ト
支
援
手
術

は
泌
尿
器
科
領
域
の
前
立
腺
が
ん
と
腎
が
ん
の

腎
部
分
切
除
術
だ
け
で
、こ
れ
ら
は
通
常
の
一
般

診
療
と
し
て
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。保
険
外

診
療
と
し
て
、当
院
で
は
消
化
器
外
科
の
胃
が

ん
と
大
腸
が
ん
で
ロ
ボ
ッ
ト
支
援
手
術
が
可
能

で
す
。

　

海
外
で
は
婦
人
科
、耳
鼻
咽
喉
科
、呼
吸
器
外

科
、心
臓
血
管
外
科
な
ど
に
お
い
て
も
ロ
ボ
ッ
ト

支
援
手
術
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。今
後
、日
本
で

も
保
険
適
応
が
広
が
り
、ロ
ボ
ッ
ト
支
援
手
術
の

恩
恵
を
受
け
ら
れ
る
患
者
さ
ん
が
増
え
る
こ
と

を
期
待
し
ま
す
。

ロ
ボ
ッ
ト
支
援
手
術

　
と
い
う
医
療
革
新

［ 豊 田 会 理 念 ］

［ 豊 田 会 方 針 ］

［患者の権利と責務］

保健・医療・福祉分野で社会に貢献します
温かい思いをこめた、質の高い保健・医療・福祉サービスを提供します
私たちは患者の皆さまの権利を尊重し、安全で質の高い医療の提供に
努めます。そのためには、患者の皆さまの主体的な参加が不可欠です。
以下に掲げる事項は、患者さんと医療従事者が守るべき事項です。

１．安心して最善の医療を公平に受ける権利を尊重します。
２．医療機関を自由に選択し、他の医師の意見を求める権利を尊重します。
３．治療に関する情報を知り、説明を受ける権利を尊重します。
４．治療に関する方法を自己の意思で決定する権利を尊重します。
５．個人の情報が保護される権利を尊重します。

【 

患
者
の
権
利 

】
１．自ら選んだ治療方針に沿って医療に参加する責任があります。ご自身の健康に関する情報を
　医療者にできるだけ正確に伝え、また、同意された医療上の指示に従ってください。
２．病院の規則を守り、犯罪行為、迷惑行為を行わないなどの社会的ルールを守る責任があります。 
３．検査や治療のために、必要な医療費を負担する責任があります。

【 

患
者
の
責
務 

】

か
ん
し

01
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［ 豊 田 会 理 念 ］

［ 豊 田 会 方 針 ］

［患者の権利と責務］

保健・医療・福祉分野で社会に貢献します
温かい思いをこめた、質の高い保健・医療・福祉サービスを提供します
私たちは患者の皆さまの権利を尊重し、安全で質の高い医療の提供に
努めます。そのためには、患者の皆さまの主体的な参加が不可欠です。
以下に掲げる事項は、患者さんと医療従事者が守るべき事項です。

１．安心して最善の医療を公平に受ける権利を尊重します。
２．医療機関を自由に選択し、他の医師の意見を求める権利を尊重します。
３．治療に関する情報を知り、説明を受ける権利を尊重します。
４．治療に関する方法を自己の意思で決定する権利を尊重します。
５．個人の情報が保護される権利を尊重します。

【 

患
者
の
権
利 

】
１．自ら選んだ治療方針に沿って医療に参加する責任があります。ご自身の健康に関する情報を
　医療者にできるだけ正確に伝え、また、同意された医療上の指示に従ってください。
２．病院の規則を守り、犯罪行為、迷惑行為を行わないなどの社会的ルールを守る責任があります。 
３．検査や治療のために、必要な医療費を負担する責任があります。

【 

患
者
の
責
務 

】

か
ん
し

0102

　
・薬
の
内
服
状
況
や
関
連
情
報
の
確
認

　　
　　

・身
体
計
測
値
や
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
の
確
認

　
・栄
養
管
理
の
必
要
性
の
確
認

　　

　　　　

４
月
１
日
、当
院
に「
患
者
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」を

開
設
し
ま
し
た
。セ
ン
タ
ー
内
の
入
退
院
支
援
室
で
は

入
院
・
退
院
を
さ
れ
る
際
の
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

患
者
さ
ん
が
安
心
し
て
入
院
し
、安
心
し
て
退
院
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
、看
護
師
、薬
剤
師
、管
理
栄
養
士
、

事
務
員
が
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
性
を
生
か
し
た
入
院
説

明
と
退
院
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

■
入
院
説
明
と
は
？

　

診
療
科
の
医
師
か
ら
指
示
を
受
け
、看
護
師
を

　

は
じ
め
各
職
種
よ
り
入
院
説
明
を
行
い
ま
す
。

　　
　
・検
査
・
手
術
の
事
前
説
明

　
・入
院
に
関
わ
る
状
況
の
確
認

　　　

栄
養
が
少
な
け
れ
ば
病
気
は
治
り

に
く
く
術
後
の
回
復
も
遅
れ
る
た

め
、患
者
さ
ん
の
状
態
に
合
わ
せ

て
安
全
な
食
事
を
提
供
し
、必
要

な
栄
養
を
摂
取
で
き
る
よ
う
に
す

る
こ
と
が
大
切
で
す
。病
棟
の
管

理
栄
養
士
と
情
報
を
共
有
し
、早

期
対
応
に
努
め
て
い
ま
す
。

入
院
患
者
さ
ん
を
全
力
サ
ポ
ー
ト
！

入
退
院
支
援
室

地
域
医
療
連
携

の

医
療

療
養
上
、知
っ
て
お
い
て
ほ
し
い

こ
と
な
ど
を
お
話
し
く
だ
さ
い
。

入
院
前
に
病
棟
看
護
師
へ
申
し

送
り
ま
す
。

手
術
・
検
査
前
に
休
止
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
薬
や
、患
者
さ
ん
の

ア
レ
ル
ギ
ー
な
ど
で
使
用
で
き
な

い
薬
が
あ
る
場
合
に
備
え
、薬
に

関
す
る
情
報
を
正
確
に
把
握
す
る

こ
と
が
重
要
で
す
。入
院
説
明
時

に
服
用
中
の
全
て
の
薬（
サ
プ
リ

メ
ン
ト
を
含
む
）を
ご
持
参
く
だ

さ
い
。

入
院
へ
の
不
安
が
軽
減
で
き

る
よ
う
、分
か
り
や
す
い
説

明
を
心
が
け
て
い
ま
す
。

薬
剤
師

事
務
員

管
理
栄
養
士

看
護
師

　
・入
院
生
活
や
書
類
・
費
用
の
説
明

■
退
院
支
援
と
は
？

　

入
院
患
者
さ
ん
の
退
院
に
向
け
た
環
境
を
整
え
る

こ
と
を「
退
院
支
援
」と
い
い
ま
す
。こ
れ
は
、退
院
後
も

病
気
や
け
が
、障
が
い
と
向
き
合
い
な
が
ら
在
宅
療
養

を
継
続
さ
れ
る
患
者
・
家
族
の
皆
さ
ま
を
サ
ポ
ー
ト
す

る
も
の
で
す
。

　

病
院
と
地
域（
診
療
所
、介
護
施
設
な
ど
）が
連
携

し
な
が
ら
、退
院
後
も
患
者
さ
ん
が
安
心
し
て
生
活
を

送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
退
院
支
援
専
任
者
が
支
援

し
ま
す
。

　

退
院
支
援
専
任
者
は
、患
者
・
家
族
の
皆
さ
ま
と

退
院
後
の
生
活
の
支
援
者（
当
院
医
師
・
看
護
師
、地
域

の
病
院
・
施
設
、ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
、訪
問
看
護
師
な
ど
）

と
の
架
け
橋
と
な
る
存
在
で
す
。し
か
し
、あ
く
ま
で
も
サ

ポ
ー
ト
役
で
あ
り
、主
役
は
患
者・家
族
の
皆
さ
ま
で
す
。

　

患
者
・
家
族
の
皆
さ
ま
の
意
向
を
確
認
し
な
が
ら
、

院
内
外
の
多
職
種
と
連
携
し
、退
院
へ
の
お
手
伝
い
を

行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。ど
う
ぞ
お
気
軽
に
声
を
か
け
て

く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　

入
退
院
支
援
室　

三
浦 

知
佐
子



診
断
に
欠
か
せ
な
い
病
理
検
査

臨
床
検
査
技
師　

中
野 

邦
枝

0304

 　　　　

　　

肺
が
ん
の
危
険
因
子
は
喫
煙
が
第
一
で
す
が
、他
に

も
慢
性
閉
塞
性
肺
疾
患
や
ア
ス
ベ
ス
ト
症
な
ど
の
吸

入
性
肺
疾
患
、肺
が
ん
の
既
往
歴
や
家
族
歴
、年
齢
、肺

結
核
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

特
徴
的
な
臨
床
症
状
は
あ
り
ま
せ
ん
が
次
の
よ
う

な
症
状
が
認
め
ら
れ
、こ
れ
ら
の
症
状
が
あ
る
と
進
行

肺
が
ん
の
可
能
性
が
高
く
、以
後
の
病
状
が
悪
化
す
る

可
能
性
が
高
い
と
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、肺
が

ん
の
種
類
は
左
図
の
と
お
り
で
す
。

　

　

通
常
、呼
吸
器
内
科
で
画
像
・
気
管
支
鏡
な
ど
に
よ

る
病
理
診
断
を
行
い
、手
術
適
応
が
あ
れ
ば
外
科
受
診

と
な
り
ま
す
。III
期
以
上
は
内
科
と
外
科
の
合
同
カ
ン

フ
ァ
レ
ン
ス
で
治
療
法
を
決
定
し
ま
す
。

　

手
術
は
、側
胸
壁
に
3
cm
前
後
の
小
切
開
と
2
つ
の

小
さ
な
穴
を
空
け
、モ
ニ
タ
ー
を
見
な
が
ら
行
う
胸

腔
鏡
下
手
術
を
約
90
%
の
症
例
に
行
っ
て
い
ま
す
。進

行
し
て
い
る
場
合
は
15
〜
20　
の
開
胸
に
よ
り
手
術

を
行
い
ま
す
。

　

手
術
の
合
併
症
は
10
%
程
度
で
発
生
し
ま
す（
遷
延

性
肺
漏
、肺
炎
、不
整
脈
な
ど
）。手
術
関
連
死
亡
率
は

0.5
%
前
後
で
す
。合
併
症
が
な
け
れ
ば
術
後
6
日
目

に
退
院
と
な
り
ま
す
。デ
ス
ク
ワ
ー
ク
で
あ
れ
ば
退

院
直
後
か
ら
就
業
可
能
で
す
。

　

病
理
検
査
室

で
は
、手
術
で

摘
出
し
た
肺
組

織
に
て
術
中
迅

速
組
織
診
断
を

行
い
ま
す
。術

中
迅
速
組
織
診

断
で
は
腫
瘍
の

発
生
部
位
や
大

き
さ
な
ど
を
観
察
す
る
と
と
も
に
、凍
ら
せ
た
組
織
を
薄

く
切
っ
て
標
本
を
作
製
し
ま
す
。さ
ら
に
細
胞
を
染
色

し
、病
理
医
が
顕
微
鏡
に
て
確
認
し
ま
す
。

①
腫
瘍
部

　
「
が
ん
」か
ど
う
か
を
確
認
し
ま
す
。が
ん
の
場
合
は
種

　

類
の
推
定
を
し
ま
す
。

　

が
ん
の
種
類
に
よ
り
遺
伝
子
検
査
用（
E
G
F
R
、

　

A
L
K
、P
D-

L
1
）の
組
織
採
取
を
行
い
、必
要
に

　

応
じ
て
検
査
を
行
い
ま
す
。再
発
時
に
は
調
べ
た
遺
伝

　

子
の
結
果
を
基
に
治
療
が
選
択
さ
れ
ま
す
。

②
気
管
支
断
端

　

が
ん
が
切
除
し
た
気
管
支
の
端
ま
で
及
ん
で
い
な
い

　

か
を
確
認
し
ま
す
。

　　

手
術
終
了
後
に
ホ
ル
マ
リ
ン
固
定
し
た
肺
組
織
に
て

再
度
標
本
を
作
製
し
、細
胞
を
染
色
し
ま
す
。病
理
医
が

標
本
を
顕
微
鏡
に
て
観
察
し
、腫
瘍
の
大
き
さ
や
肺
を
包

む「
胸
膜
」と
呼
ば
れ
る
膜
ま
で
が
ん
が
及
ん
で
い
な
い

か
な
ど
を
確
認
し
ま
す
。ま
た
細
胞
の
特
徴
な
ど
か
ら
が

ん
の
種
類
を
決
定
し
、最
終
診
断
を
行
い
ま
す
。

　　

肺
が
ん
の
診
断
・

手
術
後
の
経
過
観

察
に
お
い
て
、放
射

線
部
門
は
大
き
な

役
割
を
担
っ
て
い

ま
す
。
特
に
近
年

C
T
装
置
が
進
歩

し
た
こ
と
で
、従
来
と
比
較
し
て
よ
り
小
さ
な
早
期
の

肺
が
ん
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
、早
期
手
術
が
可
能

と
な
っ
て
い
ま
す
。今
回
は
、胸
部
X
線
検
査
と
胸
部

C
T
検
査
の
役
割
を
簡
単
に
説
明
し
ま
す
。

[ 

胸
部
X
線
検
査 ]

当
院
の
健
診
コ
ー
ス
全
て
に
含

ま
れ
て
い
ま
す

　

肺
が
ん
を
発
見
す
る
た
め
の

基
本
的
な
検
査
で
、健
診
時
に

検
査
を
受
け
る
こ
と
で
肺
が
ん

に
よ
る
死
亡
率
の
減
少
が
証
明
さ
れ
て
い
ま
す
。被
ば

く
は
少
な
く
、手
術
後
の
経
過
観
察
に
多
く
用
い
ら
れ

ま
す
。

[ 

胸
部
C
T
検
査 ]

健
診
の
オ
プ
シ
ョ
ン
検
査
で
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す

　

X
線
検
査
な
ど
で
異
常
が
認

め
ら
れ
た
場
合
の
精
密
検
査
で

す
。手
術
前
に
造
影
剤
を
使
用

し
た
C
T
検
査
に
よ
り
手
術
の

支
援
画
像（
図
３
）を
作
成
す
る

場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

手
術
後
は
定
期
的
に
検
査

を
行
う
こ
と
で
再
発
し
た
場

合
の
早
期
発
見
に
貢
献
し
て

い
ま
す
。ま
た
、精
密
検
査
よ

り
も
被
ば
く
を
大
幅
に（
個
人

差
は
あ
り
ま
す
が
最
大
90
%

ほ
ど
）低
減
し
た
検
査
を
健
診
で

も
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、ぜ
ひ

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■肺がんの進行度（ステージ）
　腫瘍の広がり、リンパ節転移・遠隔転移の有無で決定します。
   I期・II期は手術適応、III期以上は集学的治療（さまざまな治療の
　組み合わせ）となります。

■肺組織の染色標本図　
　 黒点で囲ってある部分が
　「がん」（径1.0cm）

CT検査オプション料金
13,000円（税抜）

お申込み先
0566-25-8182（健診センター）

肺がん手術と療養

特 集

肺がん
外
科
医
の
立
場
か
ら

た
け
し

山
田 

健

■標本の拡大図　
　 腺がんと正常の肺組織の比較

（正常組織）（腺がん）

日
本
呼
吸
器
外
科
学
会　
　

指
導
医
、専
門
医
、評
議
員

日
本
呼
吸
器
内
視
鏡
学
会　

指
導
医
、専
門
医
、評
議
員

cm

※5年生存率は、2007年～2016年の当院実績をもとに算出しています。

（図１）（図2）

■肺がんの種類 肺がんの症状
・
咳
嗽（
せ
き
） 

・
胸
痛 

・
呼
吸
困
難

・
喀
痰（
た
ん
） 

・
発
熱 

・
血
痰（
血
の
混
じ
っ
た
痰
）

・
最
初
に
が
ん
が
発
生
し
た
部
位
か
ら
転
移
し
た

  

が
ん
に
よ
る
症
状

が
い
そ
う

か
く
た
ん

カルチノイド

大細胞神経
内分泌がん

小細胞がん

神経内分泌
腫瘍

大細胞がん

腺がん

扁平上皮
がん

非
小
細
胞
肺
が
ん

小
細
胞
肺
が
ん

肺
が
ん

進行度
（ステージ）

5年生存率※
（％）状　態

IA

IB

IIA

IIB

IIIA

IIIB

IV 

2cm以下リンパ節転移なし

3cm以下リンパ節転移なし

5cm以下リンパ節転移なし

1群のリンパ節（肺門・肺内）転移

2群のリンパ節（縦隔）転移

周囲臓器への浸潤かつ2群のリンパ節転移

悪性胸水もしくは遠隔転移

91.2

73.1

64.8

48.9

50.1

56.3

31.2

100μm100μm

経
過
観
察
・
予
防
の
た
め
の
放
射
線
検
査

診
療
放
射
線
技
師（
肺
が
ん
C
T
認
定
技
師
）

本
多 

健
太

図3.手術支援画像 図2.胸部CT画像 図1.胸部X線画像

電話受付時間
午前８時～午後４時
　　（土曜日は午後１時30分まで）
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が
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の
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が
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す
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た
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す
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通
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吸
器
内
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で
画
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・
気
管
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な
ど
に
よ

る
病
理
診
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を
行
い
、手
術
適
応
が
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ば
外
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受
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と
な
り
ま
す
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期
以
上
は
内
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と
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の
合
同
カ
ン

フ
ァ
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ス
で
治
療
法
を
決
定
し
ま
す
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手
術
は
、側
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壁
に
3
cm
前
後
の
小
切
開
と
2
つ
の

小
さ
な
穴
を
空
け
、モ
ニ
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ー
を
見
な
が
ら
行
う
胸

腔
鏡
下
手
術
を
約
90
%
の
症
例
に
行
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て
い
ま
す
。進

行
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て
い
る
場
合
は
15
〜
20　
の
開
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に
よ
り
手
術

を
行
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ま
す
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手
術
の
合
併
症
は
10
%
程
度
で
発
生
し
ま
す（
遷
延

性
肺
漏
、肺
炎
、不
整
脈
な
ど
）。手
術
関
連
死
亡
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は

0.5
%
前
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で
す
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が
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け
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ば
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後
6
日
目

に
退
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と
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り
ま
す
。デ
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ク
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ク
で
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ば
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直
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す
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で
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に
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迅
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理
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に
て
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が
ん
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ど
う
か
を
確
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し
ま
す
。が
ん
の
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は
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類
の
推
定
を
し
ま
す
。

　

が
ん
の
種
類
に
よ
り
遺
伝
子
検
査
用（
E
G
F
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、

　

A
L
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）の
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織
採
取
を
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い
、必
要
に

　

応
じ
て
検
査
を
行
い
ま
す
。再
発
時
に
は
調
べ
た
遺
伝

　

子
の
結
果
を
基
に
治
療
が
選
択
さ
れ
ま
す
。

②
気
管
支
断
端

　

が
ん
が
切
除
し
た
気
管
支
の
端
ま
で
及
ん
で
い
な
い

　

か
を
確
認
し
ま
す
。

　　

手
術
終
了
後
に
ホ
ル
マ
リ
ン
固
定
し
た
肺
組
織
に
て

再
度
標
本
を
作
製
し
、細
胞
を
染
色
し
ま
す
。病
理
医
が

標
本
を
顕
微
鏡
に
て
観
察
し
、腫
瘍
の
大
き
さ
や
肺
を
包

む「
胸
膜
」と
呼
ば
れ
る
膜
ま
で
が
ん
が
及
ん
で
い
な
い

か
な
ど
を
確
認
し
ま
す
。ま
た
細
胞
の
特
徴
な
ど
か
ら
が

ん
の
種
類
を
決
定
し
、最
終
診
断
を
行
い
ま
す
。

　　

肺
が
ん
の
診
断
・

手
術
後
の
経
過
観

察
に
お
い
て
、放
射

線
部
門
は
大
き
な

役
割
を
担
っ
て
い

ま
す
。
特
に
近
年

C
T
装
置
が
進
歩

し
た
こ
と
で
、従
来
と
比
較
し
て
よ
り
小
さ
な
早
期
の

肺
が
ん
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
、早
期
手
術
が
可
能

と
な
っ
て
い
ま
す
。今
回
は
、胸
部
X
線
検
査
と
胸
部

C
T
検
査
の
役
割
を
簡
単
に
説
明
し
ま
す
。

[ 

胸
部
X
線
検
査 ]

当
院
の
健
診
コ
ー
ス
全
て
に
含

ま
れ
て
い
ま
す

　

肺
が
ん
を
発
見
す
る
た
め
の

基
本
的
な
検
査
で
、健
診
時
に

検
査
を
受
け
る
こ
と
で
肺
が
ん

に
よ
る
死
亡
率
の
減
少
が
証
明
さ
れ
て
い
ま
す
。被
ば

く
は
少
な
く
、手
術
後
の
経
過
観
察
に
多
く
用
い
ら
れ

ま
す
。

[ 

胸
部
C
T
検
査 ]

健
診
の
オ
プ
シ
ョ
ン
検
査
で
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す

　

X
線
検
査
な
ど
で
異
常
が
認

め
ら
れ
た
場
合
の
精
密
検
査
で

す
。手
術
前
に
造
影
剤
を
使
用

し
た
C
T
検
査
に
よ
り
手
術
の

支
援
画
像（
図
３
）を
作
成
す
る

場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

手
術
後
は
定
期
的
に
検
査

を
行
う
こ
と
で
再
発
し
た
場

合
の
早
期
発
見
に
貢
献
し
て

い
ま
す
。ま
た
、精
密
検
査
よ

り
も
被
ば
く
を
大
幅
に（
個
人

差
は
あ
り
ま
す
が
最
大
90
%

ほ
ど
）低
減
し
た
検
査
を
健
診
で

も
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、ぜ
ひ

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■肺がんの進行度（ステージ）
　腫瘍の広がり、リンパ節転移・遠隔転移の有無で決定します。
   I期・II期は手術適応、III期以上は集学的治療（さまざまな治療の
　組み合わせ）となります。

■肺組織の染色標本図　
　 黒点で囲ってある部分が
　「がん」（径1.0cm）

CT検査オプション料金
13,000円（税抜）

お申込み先
0566-25-8182（健診センター）

肺がん手術と療養

特 集

肺がん
外
科
医
の
立
場
か
ら

た
け
し

山
田 

健

■標本の拡大図　
　 腺がんと正常の肺組織の比較

（正常組織）（腺がん）

日
本
呼
吸
器
外
科
学
会　
　

指
導
医
、専
門
医
、評
議
員

日
本
呼
吸
器
内
視
鏡
学
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指
導
医
、専
門
医
、評
議
員

cm

※5年生存率は、2007年～2016年の当院実績をもとに算出しています。

（図１）（図2）

■肺がんの種類 肺がんの症状
・
咳
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せ
き
） 

・
胸
痛 

・
呼
吸
困
難

・
喀
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） 
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血
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血
の
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）
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最
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た
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（ステージ）

5年生存率※
（％）状　態
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IIA

IIB

IIIA

IIIB

IV 

2cm以下リンパ節転移なし

3cm以下リンパ節転移なし

5cm以下リンパ節転移なし

1群のリンパ節（肺門・肺内）転移

2群のリンパ節（縦隔）転移

周囲臓器への浸潤かつ2群のリンパ節転移

悪性胸水もしくは遠隔転移

91.2

73.1

64.8

48.9

50.1

56.3

31.2

100μm100μm
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・
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）

本
多 

健
太

図3.手術支援画像 図2.胸部CT画像 図1.胸部X線画像

電話受付時間
午前８時～午後４時
　　（土曜日は午後１時30分まで）



※発現時期は目安であり、副作用が起こる頻度や程度は行っている治療や患者さんによって異なります。
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ワ
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カ
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貴
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そ
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生
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た
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肺
が
ん
の
手
術
後
は
、細
胞
の
種
類
や
進
行
度（
ス

テ
ー
ジ
）に
応
じ
て
抗
が
ん
剤
治
療
が
追
加
さ
れ
る
こ
と

が
あ
り
、こ
れ
を
術
後
補
助
化
学
療
法
と
呼
び
ま
す
。

　

非
小
細
胞
肺
が
ん（
腺
が
ん
、扁
平
上
皮
が
ん
な
ど
）

ス
テ
ー
ジ
Ⅰ
の
患
者
さ
ん
に
は
、経
口
抗
が
ん
剤
に
よ
る

内
服
治
療
が
行
わ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。ま
た
、

ス
テ
ー
ジ
Ⅱ
〜
Ⅲ
A
の
患
者
さ
ん
に
は
、シ
ス
プ
ラ
チ
ン

な
ど
プ
ラ
チ
ナ
製
剤
と
も
う
一
種
類
の
抗
が
ん
剤
を
用

し
て
、点
滴
に
よ
る
化
学
療
法
が
行
わ
れ
ま
す
。い
ず
れ

　

も
化
学
療
法
を
行
わ
な
か
っ
た
場
合
に
比
べ
て
術
後

の
生
存
率
の
向
上
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

手
術
後
の
経
過
観
察
中
に
再
発
が
認
め
ら
れ
た
場
合

に
は
、さ
ら
に
多
く
の
薬
剤
か
ら
選
択
し
て
化
学
療
法
が

行
わ
れ
ま
す
。そ
の
場
合
に
は
分
子
標
的
治
療
薬
や
免
疫

チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
阻
害
薬
と
呼
ば
れ
る
新
し
い
働
き

を
も
つ
薬
剤
が
投
与
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　　　

術
後
の
化
学
療
法
は
再
発
防
止
の
た
め
に
重
要
で
す
。

し
か
し
、化
学
療
法
に
お
け
る
副
作
用
は
軽
度
の
も
の
を

含
め
る
と
高
い
確
率
で
出
現
し
ま
す
。そ
こ
で
、早
期
発

見
・
早
期
対
策
に
よ
り
副
作
用
を
回
避
・
軽
減
す
る
こ
と

が
大
切
で
す
。

　

化
学
療
法
の
主
な
副
作
用
に
は
骨
髄
抑
制（
白
血
球
・

赤
血
球
・
血
小
板
の
減
少
）、ア
レ
ル
ギ
ー
症
状
、嘔
気
・
嘔

吐
、脱
毛
、手
足
先
な
ど
の
し
び
れ（
末
梢
神
経
障
害
）な

ど
が
あ
り
ま
す
。副
作
用
が
起
こ
る
時
期
は
あ
る
程
度
予

想
で
き
る
た
め
、そ
の
時
期
に
合
わ
せ
て
注
意
す
る
こ
と

が
必
要
で
す（
表
1
）。

　

私
た
ち
薬
剤
師
は
薬
の
説
明
だ
け
で
な
く
、副
作
用
の

評
価
や
そ
の
対
策
な
ど
に
よ
り
患
者
さ
ん
が
安
心
し
て

化
学
療
法
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。分

か
ら
な
い
こ
と
や
気
に
な
る
こ
と
な
ど
が
あ
り
ま
し
た

ら
、些
細
な
こ
と
で
も
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

　

安
心
し
て
治
療
を
受
け
て
い
た
だ
く
た
め
に
、当
院
で

は
さ
ま
ざ
ま
な
体
制
を
整
え
て
い
ま
す（
図
４
）。

セ
カ
ン
ド
オ
ピ
ニ
オ
ン

　

主
治
医
以
外
に
他
院
の
専
門
医
に
意
見
を
求
め
る
こ

　

と
が
で
き
ま
す
。

化
学
療
法
セ
ン
タ
ー

　
通
院
に
よ
り
が
ん
薬
物
療
法
を
受
け
て
い
た
だ
く
こ

　

と
が
で
き
ま
す
。

が
ん
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

　

生
活
・
治
療
・
仕
事
・
療
養
な
ど
が
ん
に
ま
つ
わ
る

　

よ
ろ
ず
相
談
が
で
き
ま
す
。

　ピ
ア
サ
ポ
ー
タ
ー
に
よ
る
院
内
相
談
会

　

が
ん
治
療
体
験
者
と
話
し
が
で
き
ま
す
。

が
ん
サ
ロ
ン

　

が
ん
患
者
・
家
族
の
皆
さ
ま
の
交
流
場
で
す
。

緩
和
ケ
ア
外
来

　

治
療
に
ま
つ
わ
る
副
作
用
や
痛
み
を
和
ら
げ
る
こ
と

　

を
専
門
と
し
て
い
ま
す
。

緩
和
ケ
ア
病
棟

　

終
末
期
の
入
院
生
活
を
送
る
た
め
の
病
棟
で
す
。

　　

初
め
て
利
用
さ
れ
る
方
は
戸
惑
う
こ
と
も
少
な
く
あ

り
ま
せ
ん
。お
気
軽
に
が
ん
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
お
立

ち
寄
り
く
だ
さ
い（
詳
細
は　
　

を
ご
覧
く
だ
さ
い
）。

　　

　

化
学
療
法
セ
ン
タ
ー
で
は
、外
来
で
化
学
療
法
を
行
う

こ
と
が
決
ま
っ
た
患
者
さ
ん
に
事
前
説
明
を
行
っ
て
い

ま
す
。日
常
生
活
で
気
を
つ
け
る
こ
と
を
イ
メ
ー
ジ
す
る

こ
と
で
、安
心
し
て
通
院
治
療
を
行
っ
て
い
た
だ
く
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

治
療
に
副
作
用
が
伴
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、医

師
・
薬
剤
師
・
看
護
師
が
連
携
し
て
対
応
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、が
ん
と
告
知
さ
れ
手
術
や
化
学
療
法
な
ど
の
治

療
を
行
っ
て
い
る
中
で
は
、多
く
の
不
安
や
悩
み
が
出

て
き
ま
す
。看
護
師
は
そ
の
よ
う
な
気
持
ち
に
寄
り
添

い
な
が
ら
話
を
聴
き
、安
心
し
て
そ
の
人
ら
し
い
生
活

を
維
持
し
な
が
ら
治
療
が
継
続
で
き
る
よ
う
に
支
援

し
て
い
ま
す
。

　

些
細
な
こ
と
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
の
で
、不
安
な
こ

と
な
ど
あ
り
ま
し
た
ら
い
つ
で
も
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

図4.当院の体制

左：吉田　右：江﨑

化学療法センター

がん相談支援センター

２棟屋上庭園

ピアサポーターによる院内相談会

・アレルギー
・吐き気・嘔吐
・末梢神経障害（早発性）

・末梢神経障害（遅発性）
・出血
・色素沈着

・吐き気・嘔吐
・食欲不振
・口内炎

・皮疹（発疹）
・下痢
・脱毛

自分で分かる副作用

・骨髄抑制（貧血）

・骨髄抑制
（白血球減少、血小板減少）
・高血圧

検査値で分かる副作用時期

当日

数日～数週間

数週間～数カ月

表1.主な副作用が起こりやすい時期

P.17
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る
と
高
い
確
率
で
出
現
し
ま
す
。そ
こ
で
、早
期
発

見
・
早
期
対
策
に
よ
り
副
作
用
を
回
避
・
軽
減
す
る
こ
と

が
大
切
で
す
。

　

化
学
療
法
の
主
な
副
作
用
に
は
骨
髄
抑
制（
白
血
球
・

赤
血
球
・
血
小
板
の
減
少
）、ア
レ
ル
ギ
ー
症
状
、嘔
気
・
嘔

吐
、脱
毛
、手
足
先
な
ど
の
し
び
れ（
末
梢
神
経
障
害
）な

ど
が
あ
り
ま
す
。副
作
用
が
起
こ
る
時
期
は
あ
る
程
度
予

想
で
き
る
た
め
、そ
の
時
期
に
合
わ
せ
て
注
意
す
る
こ
と

が
必
要
で
す（
表
1
）。

　

私
た
ち
薬
剤
師
は
薬
の
説
明
だ
け
で
な
く
、副
作
用
の

評
価
や
そ
の
対
策
な
ど
に
よ
り
患
者
さ
ん
が
安
心
し
て

化
学
療
法
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。分

か
ら
な
い
こ
と
や
気
に
な
る
こ
と
な
ど
が
あ
り
ま
し
た

ら
、些
細
な
こ
と
で
も
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

　

安
心
し
て
治
療
を
受
け
て
い
た
だ
く
た
め
に
、当
院
で

は
さ
ま
ざ
ま
な
体
制
を
整
え
て
い
ま
す（
図
４
）。

セ
カ
ン
ド
オ
ピ
ニ
オ
ン

　

主
治
医
以
外
に
他
院
の
専
門
医
に
意
見
を
求
め
る
こ

　

と
が
で
き
ま
す
。

化
学
療
法
セ
ン
タ
ー

　
通
院
に
よ
り
が
ん
薬
物
療
法
を
受
け
て
い
た
だ
く
こ

　

と
が
で
き
ま
す
。

が
ん
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

　

生
活
・
治
療
・
仕
事
・
療
養
な
ど
が
ん
に
ま
つ
わ
る

　

よ
ろ
ず
相
談
が
で
き
ま
す
。

　ピ
ア
サ
ポ
ー
タ
ー
に
よ
る
院
内
相
談
会

　

が
ん
治
療
体
験
者
と
話
し
が
で
き
ま
す
。

が
ん
サ
ロ
ン

　

が
ん
患
者
・
家
族
の
皆
さ
ま
の
交
流
場
で
す
。

緩
和
ケ
ア
外
来

　

治
療
に
ま
つ
わ
る
副
作
用
や
痛
み
を
和
ら
げ
る
こ
と

　

を
専
門
と
し
て
い
ま
す
。

緩
和
ケ
ア
病
棟

　

終
末
期
の
入
院
生
活
を
送
る
た
め
の
病
棟
で
す
。

　　

初
め
て
利
用
さ
れ
る
方
は
戸
惑
う
こ
と
も
少
な
く
あ

り
ま
せ
ん
。お
気
軽
に
が
ん
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
お
立

ち
寄
り
く
だ
さ
い（
詳
細
は　
　

を
ご
覧
く
だ
さ
い
）。

　　

　

化
学
療
法
セ
ン
タ
ー
で
は
、外
来
で
化
学
療
法
を
行
う

こ
と
が
決
ま
っ
た
患
者
さ
ん
に
事
前
説
明
を
行
っ
て
い

ま
す
。日
常
生
活
で
気
を
つ
け
る
こ
と
を
イ
メ
ー
ジ
す
る

こ
と
で
、安
心
し
て
通
院
治
療
を
行
っ
て
い
た
だ
く
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

治
療
に
副
作
用
が
伴
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、医

師
・
薬
剤
師
・
看
護
師
が
連
携
し
て
対
応
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、が
ん
と
告
知
さ
れ
手
術
や
化
学
療
法
な
ど
の
治

療
を
行
っ
て
い
る
中
で
は
、多
く
の
不
安
や
悩
み
が
出

て
き
ま
す
。看
護
師
は
そ
の
よ
う
な
気
持
ち
に
寄
り
添

い
な
が
ら
話
を
聴
き
、安
心
し
て
そ
の
人
ら
し
い
生
活

を
維
持
し
な
が
ら
治
療
が
継
続
で
き
る
よ
う
に
支
援

し
て
い
ま
す
。

　

些
細
な
こ
と
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
の
で
、不
安
な
こ

と
な
ど
あ
り
ま
し
た
ら
い
つ
で
も
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

図4.当院の体制

左：吉田　右：江﨑

化学療法センター

がん相談支援センター

２棟屋上庭園

ピアサポーターによる院内相談会

・アレルギー
・吐き気・嘔吐
・末梢神経障害（早発性）

・末梢神経障害（遅発性）
・出血
・色素沈着

・吐き気・嘔吐
・食欲不振
・口内炎

・皮疹（発疹）
・下痢
・脱毛

自分で分かる副作用

・骨髄抑制（貧血）

・骨髄抑制
（白血球減少、血小板減少）
・高血圧

検査値で分かる副作用時期

当日

数日～数週間

数週間～数カ月

表1.主な副作用が起こりやすい時期

P.17
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心
筋
梗
塞
や
心
不
全
と
い
っ
た
心
臓
の
病
気
は

入
院
治
療
が
必
要
で
す
が
、再
発
防
止
や
職
場
へ

の
復
帰
、よ
り
快
適
な
生
活
の
維
持
に
は
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
継
続
も
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

■
な
ぜ
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
が
必
要
な
の
？

　
心
臓
が
弱
る
と
骨
格
筋
が
萎
縮
し
、心
臓
手
術

後
や
入
院
安
静
で
も
筋
力
が
低
下
す
る
た
め
、疲

れ
や
す
さ
や
息
切
れ
、動
悸
な
ど
が
生
じ
ま
す
。

こ
れ
ら
の
症
状
は
、筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
よ
っ
て

下
肢
筋
力
を
鍛
え
、有
酸
素
運
動
に
よ
っ
て
骨
格

筋
機
能
・
末
梢
循
環
・
自
律
神
経
機
能
な
ど
を
改

善
す
る
こ
と
で
軽
減
し
ま
す
。

　
ま
た
、運
動
に
は
狭
心
症
症
状
の
改
善
や
心
臓

病
の
再
発
・
再
入
院
の
減
少
、生
存
率
の
改
善
な

ど
の
効
果
も
あ
り
ま
す
。

■
包
括
的
心
臓
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

　
以
前
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
は
、入
院
患
者
さ

ん
が
日
常
生
活
に
復
帰
す
る
た
め
の
理
学
療
法

が
中
心
で
し
た
。し
か
し
、狭
心
症
・
心
筋
梗
塞
や

心
不
全
の
患
者
さ
ん
は
高
血
圧
や
糖
尿
病
・
肥

質
異
常
を
持
つ
こ
と
が
多
い
の
で
、看
護
師
に
よ

る
体
調
管
理
状
況
の
確
認
や
生
活
指
導
、管
理

栄
養
士
に
よ
る
食
事
相
談
、理
学
療
法
士
に
よ

る
運
動
指
導
な
ど
が
必
要
と
な
り
ま
す
。そ
の

た
め
、近
年
は
多
職
種
が
情
報
を
共
有
し
て
疾

患
を
自
己
管
理
で
き
る
よ
う
に
支
援
し
て
い
く

包
括
的
心
臓
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　
当
院
で
も
、平
成
24
年
秋
か
ら
循
環
器
科
医
・

看
護
師
・
薬
剤
師
・
臨
床
検
査
技
師
・
理
学
療
法

士
・
管
理
栄
養
士
が
連
携
し
て
、急
性
心
筋
梗
塞

や
心
不
全
の
入
院
患
者
さ
ん
へ
の
運
動
療
法
な

ど
を
含
め
た
総
合
的
な
指
導
を
行
っ
て
ま
い
り
ま

し
た
。平
成
28
年
2
月
に
は
心
臓
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
室
を
開
設
し
、外
来
心
臓
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン（
心
リ
ハ
）を
開
始
し
ま
し
た
。

　
運
動
中
の
心
・
肺
機
能
か
ら
、運
動
能
力
や
最

適
な
運
動
強
度
を
確
認
す
る
心
肺
運
動
負
荷
試

験
も
可
能
と
な
り
ま
し
た
。今
後
も
よ
り
充
実
し

た
医
療
を
提
供
す
る
べ
く
活
動
を
継
続
し
て
ま
い

り
ま
す
。

外
来
心
臓
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を

行
っ
て
い
ま
す循

環
器
内
科
医
　
梶
口 

雅
弘

NEWS
2 　　　

こ
の
度
、平
成
29
年
春
の
叙
勲
に
お
き
ま
し
て
、

思
い
も
よ
ら
ず
瑞
宝
双
光
章
を
頂
戴
い
た
し
ま

し
た
。去
る
5
月
9
日（
火
）に
愛
知
県
庁
に
お
い

て
勲
記・勲
章
の
伝
達
を
受
け
、同
月
11
日（
木
）

に
皇
居
に
参
内
し
て
天
皇
陛
下
に
拝
謁
の
栄
を

賜
り
、感
激
の
極
み
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
こ
れ
も
ひ
と
え
に
、40
年
余
り
当
院
で
診
療
放

射
線
技
師
と
し
て
業
務
に
携
わ
り
、諸
先
輩
方
の

指
導
を
受
け
た
お
か
げ
と
深
く
感
謝
し
て
お
り

ま
す
。

　

 

私
が
当
院
に
入
職
し
た
昭
和
50
年
以
降
、国
の

政
策
に
よ
り
医
療
は
変
革
時
期
を
迎
え
ま
し
た
。

入
職
当
初
の
当
院
は
中
規
模
病
院
で
し
た
が
、全

職
員
が
良
い
病
院
を
目
指
そ
う
と
高
い
意
識
を

持
っ
て
取
り
組
む
勢
い
が
あ
り
ま
し
た
。他
部
署

に
遅
れ
ま
い
と
当
科
の
ス
タ
ッ
フ
と
共
に
放
射

線
検
査
技
術
や
知
識
の
向
上
に
邁
進
し
て
い
た

環
境
の
中
で
、半
人
前
だ
っ
た
自
分
自
身
も
育

て
ら
れ
た
と
強
く
感
じ
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
、微
力
な
が
ら
医
療
の
質
向
上
と
正

し
い
知
識
の
普
及
の
た
め
に
努
力
し
、こ
の
栄

誉
に
恥
じ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
一
層
精
進
い
た

し
ま
す
。

春
の
叙
勲
を
い
た
だ
い
て

診
療
放
射
線
技
師
　
佐
野 

幹
夫

NEWS
1

心肺運動負荷試験の様子 心臓リハビリテーション室

看護師による生活指導の様子

医師による問診の様子

長
年
に
わ
た
り
放
射
線
診
療
に
お
け

る
技
術
の
研
鑽
を
重
ね
る
と
と
も
に
、

職
員
を
対
象
と
し
た
勉
強
会
を
開
き
、

公
益
社
団
法
人
愛
知
県
診
療
放
射
線

技
師
会
長
時
代
に
は
県
民
公
開
講
座

を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る
な
ど
、放
射
線
に

関
す
る
正
し
い
知
識
を
普
及
さ
せ
て

医
療
の
質
向
上
に
寄
与
し
て
ま
い
り

ま
し
た
。東
京
電
力
福
島
第
一
原
発
事

故
の
際
は
被
災
し
た
住
民
の
放
射
線

量
検
査
を
行
う
技
師
団
派
遣
の
指

揮
を
執
り
、被
災
地
支
援
に
も
貢
献

い
た
し
ま
し
た
。後
進
の
育
成
に
も
尽

力
し
、自
身
の
経
験
を
次
世
代
の
技

師
に
伝
え
る
べ
く
院
内
だ
け
で
な
く

大
学
な
ど
で
も
指
導
を
行
い
、公
益
社

団
法
人
日
本
放
射
線
技
師
会
副
会
長

を
務
め
る
な
ど
、幅
広
く
活
躍
し
て
い

ま
す
。

佐
野
幹
夫
さ
ん
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
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は

入
院
治
療
が
必
要
で
す
が
、再
発
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止
や
職
場
へ

の
復
帰
、よ
り
快
適
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生
活
の
維
持
に
は
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ビ
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テ
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シ
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ン
の
継
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欠
か
せ
ま
せ
ん
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■
な
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が
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な
の
？
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臓
が
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る
と
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格
筋
が
萎
縮
し
、心
臓
手
術

後
や
入
院
安
静
で
も
筋
力
が
低
下
す
る
た
め
、疲

れ
や
す
さ
や
息
切
れ
、動
悸
な
ど
が
生
じ
ま
す
。

こ
れ
ら
の
症
状
は
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力
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ー
ニ
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グ
に
よ
っ
て

下
肢
筋
力
を
鍛
え
、有
酸
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運
動
に
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っ
て
骨
格
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機
能
・
末
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循
環
・
自
律
神
経
機
能
な
ど
を
改

善
す
る
こ
と
で
軽
減
し
ま
す
。

　
ま
た
、運
動
に
は
狭
心
症
症
状
の
改
善
や
心
臓

病
の
再
発
・
再
入
院
の
減
少
、生
存
率
の
改
善
な

ど
の
効
果
も
あ
り
ま
す
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■
包
括
的
心
臓
リ
ハ
ビ
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テ
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シ
ョ
ン

　
以
前
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
は
、入
院
患
者
さ

ん
が
日
常
生
活
に
復
帰
す
る
た
め
の
理
学
療
法

が
中
心
で
し
た
。し
か
し
、狭
心
症
・
心
筋
梗
塞
や

心
不
全
の
患
者
さ
ん
は
高
血
圧
や
糖
尿
病
・
肥

質
異
常
を
持
つ
こ
と
が
多
い
の
で
、看
護
師
に
よ

る
体
調
管
理
状
況
の
確
認
や
生
活
指
導
、管
理

栄
養
士
に
よ
る
食
事
相
談
、理
学
療
法
士
に
よ

る
運
動
指
導
な
ど
が
必
要
と
な
り
ま
す
。そ
の

た
め
、近
年
は
多
職
種
が
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報
を
共
有
し
て
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患
を
自
己
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理
で
き
る
よ
う
に
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く

包
括
的
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臓
リ
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に
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で
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。
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・
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能
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最
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運
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を
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す
る
心
肺
運
動
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こ
の
度
、平
成
29
年
春
の
叙
勲
に
お
き
ま
し
て
、

思
い
も
よ
ら
ず
瑞
宝
双
光
章
を
頂
戴
い
た
し
ま

し
た
。去
る
5
月
9
日（
火
）に
愛
知
県
庁
に
お
い

て
勲
記・勲
章
の
伝
達
を
受
け
、同
月
11
日（
木
）

に
皇
居
に
参
内
し
て
天
皇
陛
下
に
拝
謁
の
栄
を

賜
り
、感
激
の
極
み
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
こ
れ
も
ひ
と
え
に
、40
年
余
り
当
院
で
診
療
放

射
線
技
師
と
し
て
業
務
に
携
わ
り
、諸
先
輩
方
の

指
導
を
受
け
た
お
か
げ
と
深
く
感
謝
し
て
お
り

ま
す
。

　

 

私
が
当
院
に
入
職
し
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昭
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年
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降
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の

政
策
に
よ
り
医
療
は
変
革
時
期
を
迎
え
ま
し
た
。
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目
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を

持
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て
取
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い
が
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り
ま
し
た
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部
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に
遅
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い
と
当
科
の
ス
タ
ッ
フ
と
共
に
放
射

線
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技
術
や
知
識
の
向
上
に
邁
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て
い
た

環
境
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で
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人
前
だ
っ
た
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分
自
身
も
育

て
ら
れ
た
と
強
く
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じ
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い
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す
。
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も
、微
力
な
が
ら
医
療
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質
向
上
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正

し
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知
識
の
普
及
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め
に
努
力
し
、こ
の
栄

誉
に
恥
じ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
一
層
精
進
い
た

し
ま
す
。

春
の
叙
勲
を
い
た
だ
い
て

診
療
放
射
線
技
師
　
佐
野 

幹
夫

NEWS
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心肺運動負荷試験の様子 心臓リハビリテーション室

看護師による生活指導の様子

医師による問診の様子

長
年
に
わ
た
り
放
射
線
診
療
に
お
け

る
技
術
の
研
鑽
を
重
ね
る
と
と
も
に
、

職
員
を
対
象
と
し
た
勉
強
会
を
開
き
、

公
益
社
団
法
人
愛
知
県
診
療
放
射
線

技
師
会
長
時
代
に
は
県
民
公
開
講
座

を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る
な
ど
、放
射
線
に

関
す
る
正
し
い
知
識
を
普
及
さ
せ
て

医
療
の
質
向
上
に
寄
与
し
て
ま
い
り

ま
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。東
京
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力
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一
原
発
事

故
の
際
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被
災
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た
住
民
の
放
射
線

量
検
査
を
行
う
技
師
団
派
遣
の
指

揮
を
執
り
、被
災
地
支
援
に
も
貢
献

い
た
し
ま
し
た
。後
進
の
育
成
に
も
尽

力
し
、自
身
の
経
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次
世
代
の
技

師
に
伝
え
る
べ
く
院
内
だ
け
で
な
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大
学
な
ど
で
も
指
導
を
行
い
、公
益
社

団
法
人
日
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放
射
線
技
師
会
副
会
長

を
務
め
る
な
ど
、幅
広
く
活
躍
し
て
い

ま
す
。

佐
野
幹
夫
さ
ん
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
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一日のリズムは早寝、早起き、朝ごはんから始まります。生き生きと
した一日を過ごすためにもまず、朝ごはんを食べましょう。今回は
「朝ごはんの大切さ」についてお話しします。

まずは、1日3回食べる習慣を身に付け、メタボリック対策や
仕事・勉強などを頑張れるように、心や体を整えましょう。

●脳にエネルギーを補給する
　脳はぶどう糖を唯一のエネルギー源にしています。ぶどう糖は睡眠中にも消費されるので、
　起床後の脳はエネルギー不足の状態です。朝ごはんを食べて、脳を活性化させましょう。

●肥満を予防する
　食事の間隔が空きすぎると、エネルギー不足から体が飢餓状態になり、
　次に入ってきた栄養をどんどんため込むようになるので太りやすくなります。
　肥満を予防するために、朝ごはんをきちんと食べましょう。

●便通を良くする
　食べたものが胃に入ると、その刺激で大腸が活発に働いて、便を直腸に送り出します。
　1日に1～2回起こるこの運動は、朝食後に最も強く現れます。
　朝ごはんをしっかり食べて、排便習慣を作りましょう。

朝ごはんの役割

果物、牛乳、野菜ジュースなど、簡単に口にできるものを１品とる。STEP 1

STEP1＋おにぎり、具だくさんの味噌汁・スープなど、食べ
やすいものや、一口で色々な食品がとれるものを１品作る。STEP 2

主食（米、パン、麺）、主菜（肉､魚、卵、豆腐、納豆、乳製品な
ど）、副菜（野菜、果物）をそろえる。STEP 3

保健師 　田中 涼子

ポイ
ント

 STEP１～３にプラス   前日の夕食は少し控えめにして、朝ごはんが食べられるようにしてみましょう。

朝ごはんが大切なのは分かるけれど、忙しくて時間がない方、
朝は食欲が出ない方は、まず実行できそうなことから始めましょう！

　　

6
月
17
日（
土
）、諏
訪
内
晶
子
さ
ん（
ヴ
ァ
イ

オ
リ
ン
）、小
森
谷
裕
子
さ
ん（
ピ
ア
ノ
）を
お
迎
え

し
て
、第
5
回
国
際
音
楽
祭
N
I
P
P
O
N
提

携
・ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

世
界
で
活
躍
さ
れ
る
演
奏
家
の
方
に
よ
る
コ
ン

サ
ー
ト
と
あ
っ
て
開
場
前
か
ら
お
待
ち
に
な
る
方

も
大
勢
い
ら
っ
し
ゃ
り
、入
院
患
者
さ
ん
を
は
じ
め

多
く
の
方
に
ご
来
場
い
た
だ
き
ま
し
た
。

 

楽
曲
や
作
曲
者
に
つ
い
て
ご
紹
介
い
た
だ
き
な
が

ら
コ
ン
サ
ー
ト
が
進
め
ら
れ
、診
療
棟
に
ヴ
ァ
イ
オ

リ
ン
と
ピ
ア
ノ
の

華
麗
な
音
色
が
響

き
わ
た
り
ま
し
た
。 

　

入
院
患
者
・
地

域
の
皆
さ
ま
に
素

敵
な
時
間
を
過
ご

し
て
い
た
だ
く
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
コ
ン
サ
ー
ト
を

開
催
し
ま
し
た

広
報
委
員
会

NEWS
3

「
看
護
の
日
」記
念
行
事
を
開
催
し
て
　

看
護
師
　
加
藤 

恵

NEWS
4

イベント内容　

体重・体脂肪・血圧・
骨密度・血管年齢の測定

測定
コーナー

移動機能（筋力、バランス力）
の状態を検査

ロコモ度
テスト

・認知症チェック
・病院の上手なかかり方 など

相談
コーナー

アロマオイルを使用した
ハンドケア

ハンド
トリートメント

ハンドトリートメント 測定コーナー

〝
国
民
一
人
一
人
が
看
護
の
心
、ケ
ア
の
心
、助
け

合
い
の
心
を
分
か
ち
合
い
、高
齢
化
社
会
を
支

え
合
え
る
よ
う
に
〞1
9
9
0
年
に
旧
厚
生
省

に
よ
っ
て「
看
護
の
日
」が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

近
代
看
護
の
師
と
い
わ
れ
る
フ
ロ
ー
レ
ン
ス・ナ
イ

チ
ン
ゲ
ー
ル
の
誕
生
日
で
あ
る
5
月
12
日
を

「
看
護
の
日
」と
し
、5
月
12
日
を
含
む
1
週

間
を「
看
護
週
間
」と
し
て
い
ま
す
。

　

当
院
で
は
毎
年「
看
護
の
日
」の
記
念
行
事
を

開
催
し
て
い
ま
す
。今
年
は
、地
域
の
方
々
の
健
康
増

進
を
目
的
に
刈
谷
市
福
祉
健
康
部
健
康
推
進
課

と
共
催
し
、刈
谷
市
役
所
１
階
に
て
実
施
し
ま
し

た
。開
始
予
定
の
午
前
10
時
よ
り
前
か
ら
た
く
さ

ん
の
方
が
来
場
さ
れ
、2
時
間
と
い
う
短
い
時
間

で
し
た
が
65
名
も
の
方

に
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。参
加
さ
れ
た
皆
さ

ま
に
は
、楽
し
み
な
が
ら

「
看
護
の
日
」や
看
護
師
の

仕
事
を
知
っ
て
い
た
だ
き
、

ご
自
身
の
健
康
を
振
り
返

っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き

た
と
思
い
ま
す
。

　

来
年
も
よ
り
多
く
の

方
に
参
加
し
て
い
た
だ
け

る
よ
う
な
企
画
を
考
え

て
ま
い
り
ま
す
。
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肺がんの治療のため通院をされているAさん（74
歳）が、「夏から医療費が上がると新聞に書いてあっ
たけれど本当？私はどれくらい変わるの？」と不安そ
うに相談にいらっしゃいました。
70歳以上の方が医療機関の窓口で支払う1カ月あた
りの自己負担限度額（高額療養費制度）は、平成29
年8月と平成30年8月の2段階で変更になります
（平成29年8月の変更内容は下表のとおりです）。

平成30年8月の変更では、今まで以上に所得に
応じて負担額が細分化されるため注意が必要です。

ご不明な点や詳細は、市町村の窓口または患者サ
ポートセンター・総合相談室（医療福祉相談グループ）
にご相談ください。

主任介護支援専門員　河村 祐子

ケアマネジャーが刈谷訪問看護ステーションと同じ
事務所に移り4年目となりました。在宅での経管栄
養や看取りを希望される方が安心して自宅で療養
できるよう、日々奮闘しています。

私たちが協働する活動の一つに、グリーフケアがあ
ります。グリーフとは「深い悲しみ・悲嘆」という意味
があり、大切な家族の最期を看取った介護者を訪問
し、残された家族の言葉を傾聴して寄り添うことで、
私たち自身も支援者として学んでいくことを目的に
しています。

グリーフケアでは、それぞれの思いを振り返りな
がら時間を過ごします。愛する人を見送ったという
充実感や感謝の気持ち、時には寂しい気持ちを
分かち合います。

愛する家族を残し、先に旅立つことほど辛いことは
ないと思います。グリーフケアには故人の代わりと
なり、家族に寄り添い慰める意味もあると考えます。
これからもその役割を果たすため、精一杯活動して
まいります。

【70歳以上の方】 窓口での自己負担限度額が変わります

「グリーフケア」をご存じですか？
在宅　 療養

Aさんの場合（収入は年金のみで月15万程度）

※1 同じ世帯で同じ保険者に属するもの ※2 収入の合計額が520万円未満（1人世帯の場合は383万円未満）の場合を含む
＜　＞内の金額は、過去12ヵ月に3回以上高額療養費の支給を受けた場合の4回目の限度額（多数回該当）

現役並み
（年収370万以上）

区分 外来（個人） 限度額（世帯 ※１）

・健保
  標準報酬月額 28万以上
・国保/後期高齢者
  課税所得 145万以上
一般
（年収158万～370万未満）
・健保
  標準報酬月額 26万以下
・国保/後期高齢者
  課税所得 145万未満（※2）

44，400円

12,000円

80,100円＋1％
＜44，400円＞

44,400円

8,000円
24,600円住民税非課税

■現行（70歳以上） ■平成29年8月～30年7月

15,000円住民税非課税（所得が一定以下）

外来（個人） 限度額（世帯 ※１）

57，600円

14,000円

80,100円＋1％
＜44，400円＞

57,600円
＜44，400円＞

8,000円
24,600円
15,000円

平成29年7月まで：（外来）12,000円/月、（入院）44,400円
平成29年8月から：（外来）14,000円/月、（入院）57,600円

限度額変更の例

医療ソーシャルワーカー　高麗 彰子

年間上限
14.4万円
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蚊
媒
介
感
染
症
と
は
、発
熱
と

全
身
の
発
疹
を
特
徴
と
す
る
ヤ
ブ

蚊
に
よ
っ
て
媒
介
さ
れ
る
感
染

症
で
、デ
ン
グ
熱
や
チ
ク
ン
グ
ニ

ア
熱
、ジ
カ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
な

ど
が
こ
れ
に
含
ま
れ
ま
す
。デ
ン

グ
熱
は
近
年
ア
ジ
ア
や
中
南
米

を
中
心
に
流
行
し
て
お
り
、日
本

に
お
い
て
は
主
に
海
外
か
ら
の
輸

入
感
染
症
と
し
て
み
ら
れ
る
ほ
か
、

2
0
1
4
年
に
は
渡
航
歴
の
な
い
デ

ン
グ
熱
の
国
内
感
染
例
が
報
告
さ
れ

ま
し
た（
図
1
）。

■
デ
ン
グ
熱
の
流
行
地
域
と
発
生
状
況

　

デ
ン
グ
熱
は
デ
ン
グ
ウ
イ
ル
ス

に
よ
っ
て
起
こ
る
熱
性
の
疾
患
で
、

ア
ジ
ア
、中
東
、ア
フ
リ
カ
、中
南
米
、

オ
セ
ア
ニ
ア
地
域
で
流
行
し
て
お
り
、

年
間
1
億
人
近
く
の
方
が
感
染
し
て

い
る
と
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。近
年

で
は
国
内
で
も
100
例
を
超
え
る
感
染

例
の
報
告
が
あ
り
ま
す
。

■
デ
ン
グ
熱
の
検
査

　

デ
ン
グ
熱
は
発
熱
や
皮
疹
な
ど
を

発
症
し
、場
合
に
よ
っ
て
は
重
度
の

出
血
や
臓
器
不
全
を
起
こ
す
こ
と
が

あ
り
ま
す
。デ
ン
グ
熱
流
行
地
域
へ

の
渡
航
後
に
、そ
れ
ら
の
症
状
が
現

れ
て
デ
ン
グ
熱
が
疑
わ
れ
た
場
合
は

血
液
検
査
を
実
施
し
ま
す
。

　

当
院
で
は
、デ
ン
グ
ウ
イ
ル
ス
の

持
つ
タ
ン
パ
ク
で
あ
る
N
S
1
抗

原
、ま
た
は
デ
ン
グ
ウ
イ
ル
ス
に
対

す
る
抗
体
の
有
無
を
検
査
す
る
キ
ッ

ト
を
採
用
し
て
い
ま
す
。い
ず
れ
も

平
成
28
年
6
月
に
保
険
適
応
と
な
っ

て
い
ま
す
。

■
渡
航
の
前
に

　

国
際
化
に
伴
い
、デ
ン
グ
熱
を
は

じ
め
と
す
る
蚊
媒
介
感
染
症
は
今
後

も
増
加
が
懸
念
さ
れ
る
疾
患
の
一
つ

で
す
。蚊
媒
介
感
染
症
は
有
効
な
予

防
ワ
ク
チ
ン
が
無
く
、マ
ラ
リ
ア
の

よ
う
な
予
防
薬
も
無
い
こ
と
か
ら
防

蚊
対
策
を
徹
底
す
る
こ
と
が
唯
一
の

対
策
法
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、海
外
に
は
デ
ン
グ
熱
以
外

に
も
さ
ま
ざ
ま
な
感
染
症
が
存
在
す

る
た
め
、渡
航
の
前
に
渡
航
先
の
感

染
症
発
生
状
況
に
関
す
る
最
新
情
報

や
注
意
事
項
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

　
　

臨
床
検
査
技
師　

中
村 

友
紀

図1.日本におけるデング熱の発生状況

出典：国立感染症研究所ウイルス第一部第2室
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肺がんの治療のため通院をされているAさん（74
歳）が、「夏から医療費が上がると新聞に書いてあっ
たけれど本当？私はどれくらい変わるの？」と不安そ
うに相談にいらっしゃいました。
70歳以上の方が医療機関の窓口で支払う1カ月あた
りの自己負担限度額（高額療養費制度）は、平成29
年8月と平成30年8月の2段階で変更になります
（平成29年8月の変更内容は下表のとおりです）。

平成30年8月の変更では、今まで以上に所得に
応じて負担額が細分化されるため注意が必要です。

ご不明な点や詳細は、市町村の窓口または患者サ
ポートセンター・総合相談室（医療福祉相談グループ）
にご相談ください。

主任介護支援専門員　河村 祐子

ケアマネジャーが刈谷訪問看護ステーションと同じ
事務所に移り4年目となりました。在宅での経管栄
養や看取りを希望される方が安心して自宅で療養
できるよう、日々奮闘しています。

私たちが協働する活動の一つに、グリーフケアがあ
ります。グリーフとは「深い悲しみ・悲嘆」という意味
があり、大切な家族の最期を看取った介護者を訪問
し、残された家族の言葉を傾聴して寄り添うことで、
私たち自身も支援者として学んでいくことを目的に
しています。

グリーフケアでは、それぞれの思いを振り返りな
がら時間を過ごします。愛する人を見送ったという
充実感や感謝の気持ち、時には寂しい気持ちを
分かち合います。

愛する家族を残し、先に旅立つことほど辛いことは
ないと思います。グリーフケアには故人の代わりと
なり、家族に寄り添い慰める意味もあると考えます。
これからもその役割を果たすため、精一杯活動して
まいります。

【70歳以上の方】 窓口での自己負担限度額が変わります

「グリーフケア」をご存じですか？
在宅　 療養

Aさんの場合（収入は年金のみで月15万程度）

※1 同じ世帯で同じ保険者に属するもの ※2 収入の合計額が520万円未満（1人世帯の場合は383万円未満）の場合を含む
＜　＞内の金額は、過去12ヵ月に3回以上高額療養費の支給を受けた場合の4回目の限度額（多数回該当）

現役並み
（年収370万以上）

区分 外来（個人） 限度額（世帯 ※１）

・健保
  標準報酬月額 28万以上
・国保/後期高齢者
  課税所得 145万以上
一般
（年収158万～370万未満）
・健保
  標準報酬月額 26万以下
・国保/後期高齢者
  課税所得 145万未満（※2）

44，400円

12,000円

80,100円＋1％
＜44，400円＞

44,400円

8,000円
24,600円住民税非課税

■現行（70歳以上） ■平成29年8月～30年7月

15,000円住民税非課税（所得が一定以下）

外来（個人） 限度額（世帯 ※１）

57，600円

14,000円

80,100円＋1％
＜44，400円＞

57,600円
＜44，400円＞

8,000円
24,600円
15,000円

平成29年7月まで：（外来）12,000円/月、（入院）44,400円
平成29年8月から：（外来）14,000円/月、（入院）57,600円

限度額変更の例

医療ソーシャルワーカー　高麗 彰子

年間上限
14.4万円
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図1.日本におけるデング熱の発生状況

出典：国立感染症研究所ウイルス第一部第2室
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わ
き
ア
イ
ア
イ

看
護
部
だ
よ
り
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　弱
視
っ
て
ど
ん
な
病
気
？

　
皆
さ
ん
、「
弱
視
」と
い
う
言
葉
を
聞

い
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

　
人
間
は
生
ま
れ
て
す
ぐ
大
人
と
同
じ

よ
う
に
見
え
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。新
生
児
の
視
力
は
0.02
〜
0.03
、

6
カ
月
で
は
0.1
〜
0.3
、2
歳
で
は
0.5
、

3
歳
で
1.0
が
お
お
よ
そ
の
基
準
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

　
弱
視
と
は
視
覚
の
感
受
性
期（
0

歳
〜
8
歳
位
ま
で
）に
、眼
球
内
に
あ

る
網
膜
と
い
う
場
所
に
鮮
明
な
像
が

結
ば
れ
な
い
こ
と
に
よ
り
、視
覚
中
枢

の
発
達
が
妨
げ
ら
れ
て
視
力
が
上
が
り

に
く
い
状
態
を
い
い
ま
す
。た
だ
し
、

裸
眼
の
視
力
が
低
く
て
も
眼
鏡
で

完
全
矯
正
す
る
こ
と
で
視
力
が
1.0

以
上
に
な
る
場
合
は
、弱
視
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。眼
鏡
で
完
全
矯
正
し
て
い

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、視
力
が
上
が
ら

な
い
状
態
を
弱
視
と
い
い
ま
す
。

　
弱
視
に
な
る
要
因
は
さ
ま
ざ
ま

で
す
。
代
表
的
な
も
の
に
、強
度
の

遠
視
・
乱
視
に
よ
っ
て
起
こ
る
屈
折
異

常
弱
視
、左
右
眼
の
屈
折
差
に
よ
り

起
こ
る
不
同
視
弱
視
、斜
視
に
よ
っ
て

起
こ
る
斜
視
弱
視
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　
当
院
で
は
弱
視
治
療
を
楽
し
く
行

え
る
オ
ク
ル
パ
ッ
ト
と
い
う
視
機
能

訓
練
装
置
を
昨
年
か
ら
導
入
し
、治
療

を
行
っ
て
い
ま
す
。弱
視
治
療
に
と
っ

て
何
よ
り
も
重
要
な
の
が
早
期
発
見
・

早
期
治
療
で
す
。

　
弱
視
の
こ
と
で
気
に
な
る
こ
と
が

ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、か
か
り
つ
け
の
眼

科
へ
の
受
診
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

　
　
　
　
視
能
訓
練
士
　
中
塚 

秀
司

　

　　
大
脳（
多
く
は
左
脳
）に
は
、言
葉
を

担
当
す
る「
言
語
領
域
」と
い
う
部
分

が
あ
り
ま
す
。失
語
症
は
脳
卒
中
や
頭

部
外
傷
な
ど
に
よ
っ
て
言
語
領
域
が

傷
つ
き
、言
葉
が
う
ま
く
使
え
な
く
な

る
状
態
を
い
い
ま
す
。

　
症
状
は
大
き
く
分
け
て
、自
分
の
思

い
を
伝
え
る「
表
出
」と
、言
葉
や
文
字

の「
理
解
」に
お
け
る
問
題
に
分
か
れ

ま
す
。物
の
名
前
が
思
い
浮
か
ば
な
い

な
ど
の
比
較
的
軽
い
方
か
ら
、「
は
い
」

「
い
い
え
」の
返
事
が
で
き
な
い
重
度

の
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

　
ま
た
、鉛
筆
が
字
を
書
く
も
の
で
あ

る
こ
と
は
分
か
っ
て
い
て
も「
エ
ン
ピ

ツ
」と
い
う
名
前
が
言
え
な
か
っ
た

り
、テ
レ
ビ
を「
ラ
ジ
オ
」と
別
の
名
前

に
間
違
え
た
り
、バ
ナ
ナ
を「
ナ
バ
ナ
」

と
言
い
間
違
え
た
り
し
ま
す
。個
人
差

は
あ
り
ま
す
が
、理
解
す
る
こ
と
の

障
が
い
を
併
せ
持
っ
て
い
る
こ
と
が

多
い
で
す
。

ひ
と
り
で
で
き
る

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

❶
ゆ
っ
く
り
、短
い
文
で
話
し

　
か
け
ま
し
ょ
う

　　
耳
は
聞
こ
え
る
た
め
、大
声
や
耳
元

で
話
す
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。ま
た
、

「
赤
ち
ゃ
ん
言
葉
」で
話
す
必
要
も
あ
り

ま
せ
ん
。

　
発
症
前
と
同
じ
言
葉
遣
い
で
良
い

の
で
、ゆ
っ
く
り
と
短
い
文
で
話
し
か

け
ま
し
ょ
う
。一
度
で
理
解
で
き
な
い

場
合
は
、言
い
回
し
を
変
え
な
が
ら
も
う

一
度
話
し
か
け
て
く
だ
さ
い
。

❷
文
字
や
絵
、実
物
、ジ
ェ
ス

　
チ
ャ
ー
を
活
用
し
ま
し
ょ
う

　　
食
べ
物
の
絵
を
見
せ
な
が
ら
食
べ

た
い
物
を
尋
ね
る
な
ど
、文
字
や
絵
、

ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
を
交
え
て
話
し
か
け

ま
し
ょ
う
。読
む
こ
と
は
苦
手
で
も
、

単
語
は
理
解
で
き
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
す
。

　
一
般
に
、漢
字
で
書
く
こ
と
が
多
い

言
葉
は
漢
字
で
、仮
名
で
書
く
こ
と
が

多
い
言
葉
は
仮
名
で
書
き
ま
し
ょ
う
。

❸「
は
い
」「
い
い
え
」で
答
え
ら

　
れ
る
質
問
を
し
ま
し
ょ
う

　　「
朝
ご
は
ん
は
何
で
し
た
か
？
」と

い
う
質
問
よ
り
も
、「
朝
ご
は
ん
は
パ

ン
で
し
た
か
？
」と
質
問
を
す
る
と
答

え
や
す
い
で
す
。ま
た「
パ
ン
で
す
か
？
ご

は
ん
で
す
か
？
」と
具
体
的
な
選
択
肢

を
用
意
す
る
こ
と
も
有
効
で
す
。

❹
言
葉
が
出
て
こ
な
い
時
は
、

　
せ
か
さ
ず
待
ち
ま
し
ょ
う

　　
せ
か
し
た
り
先
送
り
し
た
り
せ
ず
、少

し
待
ち
ま
し
ょ
う
。そ
れ
で
も
な
か
な
か

言
葉
が
出
て
こ
な
い
時
は
、❷
・
❸
の
よ

う
な
工
夫
を
し
な
が
ら
話
を
進
め
ま

し
ょ
う
。

発
症
後
は
、気
分
が
落
ち
込
み
や
す
い
、

イ
ラ
イ
ラ
し
や
す
い
、疲
れ
や
す
い
な
ど

の
変
化
が
現
れ
る
こ
と
が
あ
り
、コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
困
難
に
な
る
こ
と
で
不

安
や
ス
ト
レ
ス
を
抱
え
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。

　
周
囲
の
方
が
症
状
を
理
解
し
、そ
の

方
に
応
じ
た
接
し
方
の
工
夫
を
心
が
け

る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
　
　
　
言
語
聴
覚
士
　
小
池 

一
郎

　
　
　

在
宅
介
護
に
役
立
つ
便
秘
ケ
ア

　　
便
秘
は
食
事
や
生
活
習
慣
・
病
気
や

薬
の
副
作
用
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
原
因

に
よ
っ
て
起
こ
り
ま
す
。

　
食
事
を
し
て
か
ら
便
と
し
て
排
泄
さ

れ
る
ま
で
は
平
均
1
日
〜
3
日
で
す

（
個
人
差
が
あ
り
ま
す
）。便
秘
に
明
確

な
定
義
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、お
腹
が
張
っ

て
苦
痛
や
不
快
を
感
じ
る
と
便
秘
と
い

え
ま
す
。

　
高
齢
の
方
が
便
秘
に
な
る
と
、体
の

不
調
に
つ
な
が
る
こ
と
も
あ
る
た
め

注
意
が
必
要
で
す
。

■
便
秘
ケ
ア
の
ポ
イ
ン
ト

①
落
ち
つ
い
て
排
便
が
で
き
る
環
境
を

　
整
え
ま
し
ょ
う

　
在
宅
介
護
や
寝
た
き
り
の
方
は
、羞

　
恥
心
や
介
護
者
へ
の
気
遣
い
か
ら
遠

　
慮
し
て
便
秘
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

②
排
便
の
状
況
を
確
認
・
把
握
し
ま

　
し
ょ
う

　
排
便
の
頻
度
や
便
の
状
態
を
確
認
し

　
ま
し
ょ
う
。食
欲
不
振
、不
機
嫌
・
落

　
ち
着
か
な
い
行
動
な
ど
、便
秘
時
の

　
サ
イ
ン
を
見
逃
さ
な
い
こ
と
も
大
切

　
で
す
。

③
食
事
の
内
容
を
見
直
し
ま
し
ょ
う

　
栄
養
バ
ラ
ン
ス
は
偏
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。

　
食
物
繊
維
を
多
く
含
む
野
菜
を
と

　
り
、水
分
を
た
く
さ
ん
と
る
こ
と
が

　
重
要
で
す
。

④
腹
部
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
し
ま
し
ょ
う

　
腹
部
に「
の
」の
字
を
書
く
よ
う
に

　
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
し
ま
し
ょ
う
。

⑤
薬
剤
を
使
い
ま
し
ょ
う

　
便
の
性
状
を
観
察
し
、調
整
が
必
要

　
で
あ
れ
ば
医
師
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
看
護
師
　
加
下
井 

玲
子

失
語
症
の
方
に

接
す
る
と
き
の
ポ
イ
ン
ト

失
語
症
を
ご
存
じ
で
す
か
？

参考：日本眼科学会ホームページ



わ
き
ア
イ
ア
イ

看
護
部
だ
よ
り
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　弱
視
っ
て
ど
ん
な
病
気
？

　
皆
さ
ん
、「
弱
視
」と
い
う
言
葉
を
聞

い
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

　
人
間
は
生
ま
れ
て
す
ぐ
大
人
と
同
じ

よ
う
に
見
え
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。新
生
児
の
視
力
は
0.02
〜
0.03
、

6
カ
月
で
は
0.1
〜
0.3
、2
歳
で
は
0.5
、

3
歳
で
1.0
が
お
お
よ
そ
の
基
準
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

　
弱
視
と
は
視
覚
の
感
受
性
期（
0

歳
〜
8
歳
位
ま
で
）に
、眼
球
内
に
あ

る
網
膜
と
い
う
場
所
に
鮮
明
な
像
が

結
ば
れ
な
い
こ
と
に
よ
り
、視
覚
中
枢

の
発
達
が
妨
げ
ら
れ
て
視
力
が
上
が
り

に
く
い
状
態
を
い
い
ま
す
。た
だ
し
、

裸
眼
の
視
力
が
低
く
て
も
眼
鏡
で

完
全
矯
正
す
る
こ
と
で
視
力
が
1.0

以
上
に
な
る
場
合
は
、弱
視
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。眼
鏡
で
完
全
矯
正
し
て
い

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、視
力
が
上
が
ら

な
い
状
態
を
弱
視
と
い
い
ま
す
。

　
弱
視
に
な
る
要
因
は
さ
ま
ざ
ま

で
す
。
代
表
的
な
も
の
に
、強
度
の

遠
視
・
乱
視
に
よ
っ
て
起
こ
る
屈
折
異

常
弱
視
、左
右
眼
の
屈
折
差
に
よ
り

起
こ
る
不
同
視
弱
視
、斜
視
に
よ
っ
て

起
こ
る
斜
視
弱
視
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　
当
院
で
は
弱
視
治
療
を
楽
し
く
行

え
る
オ
ク
ル
パ
ッ
ト
と
い
う
視
機
能

訓
練
装
置
を
昨
年
か
ら
導
入
し
、治
療

を
行
っ
て
い
ま
す
。弱
視
治
療
に
と
っ

て
何
よ
り
も
重
要
な
の
が
早
期
発
見
・

早
期
治
療
で
す
。

　
弱
視
の
こ
と
で
気
に
な
る
こ
と
が

ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、か
か
り
つ
け
の
眼

科
へ
の
受
診
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

　
　
　
　
視
能
訓
練
士
　
中
塚 

秀
司

　

　　
大
脳（
多
く
は
左
脳
）に
は
、言
葉
を

担
当
す
る「
言
語
領
域
」と
い
う
部
分

が
あ
り
ま
す
。失
語
症
は
脳
卒
中
や
頭

部
外
傷
な
ど
に
よ
っ
て
言
語
領
域
が

傷
つ
き
、言
葉
が
う
ま
く
使
え
な
く
な

る
状
態
を
い
い
ま
す
。

　
症
状
は
大
き
く
分
け
て
、自
分
の
思

い
を
伝
え
る「
表
出
」と
、言
葉
や
文
字

の「
理
解
」に
お
け
る
問
題
に
分
か
れ

ま
す
。物
の
名
前
が
思
い
浮
か
ば
な
い

な
ど
の
比
較
的
軽
い
方
か
ら
、「
は
い
」

「
い
い
え
」の
返
事
が
で
き
な
い
重
度

の
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

　
ま
た
、鉛
筆
が
字
を
書
く
も
の
で
あ

る
こ
と
は
分
か
っ
て
い
て
も「
エ
ン
ピ

ツ
」と
い
う
名
前
が
言
え
な
か
っ
た

り
、テ
レ
ビ
を「
ラ
ジ
オ
」と
別
の
名
前

に
間
違
え
た
り
、バ
ナ
ナ
を「
ナ
バ
ナ
」

と
言
い
間
違
え
た
り
し
ま
す
。個
人
差

は
あ
り
ま
す
が
、理
解
す
る
こ
と
の

障
が
い
を
併
せ
持
っ
て
い
る
こ
と
が

多
い
で
す
。

ひ
と
り
で
で
き
る

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

❶
ゆ
っ
く
り
、短
い
文
で
話
し

　
か
け
ま
し
ょ
う

　　
耳
は
聞
こ
え
る
た
め
、大
声
や
耳
元

で
話
す
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。ま
た
、

「
赤
ち
ゃ
ん
言
葉
」で
話
す
必
要
も
あ
り

ま
せ
ん
。

　
発
症
前
と
同
じ
言
葉
遣
い
で
良
い

の
で
、ゆ
っ
く
り
と
短
い
文
で
話
し
か

け
ま
し
ょ
う
。一
度
で
理
解
で
き
な
い

場
合
は
、言
い
回
し
を
変
え
な
が
ら
も
う

一
度
話
し
か
け
て
く
だ
さ
い
。

❷
文
字
や
絵
、実
物
、ジ
ェ
ス

　
チ
ャ
ー
を
活
用
し
ま
し
ょ
う

　　
食
べ
物
の
絵
を
見
せ
な
が
ら
食
べ

た
い
物
を
尋
ね
る
な
ど
、文
字
や
絵
、

ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
を
交
え
て
話
し
か
け

ま
し
ょ
う
。読
む
こ
と
は
苦
手
で
も
、

単
語
は
理
解
で
き
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
す
。

　
一
般
に
、漢
字
で
書
く
こ
と
が
多
い

言
葉
は
漢
字
で
、仮
名
で
書
く
こ
と
が

多
い
言
葉
は
仮
名
で
書
き
ま
し
ょ
う
。

❸「
は
い
」「
い
い
え
」で
答
え
ら

　
れ
る
質
問
を
し
ま
し
ょ
う

　　「
朝
ご
は
ん
は
何
で
し
た
か
？
」と

い
う
質
問
よ
り
も
、「
朝
ご
は
ん
は
パ

ン
で
し
た
か
？
」と
質
問
を
す
る
と
答

え
や
す
い
で
す
。ま
た「
パ
ン
で
す
か
？
ご

は
ん
で
す
か
？
」と
具
体
的
な
選
択
肢

を
用
意
す
る
こ
と
も
有
効
で
す
。

❹
言
葉
が
出
て
こ
な
い
時
は
、

　
せ
か
さ
ず
待
ち
ま
し
ょ
う

　　
せ
か
し
た
り
先
送
り
し
た
り
せ
ず
、少

し
待
ち
ま
し
ょ
う
。そ
れ
で
も
な
か
な
か

言
葉
が
出
て
こ
な
い
時
は
、❷
・
❸
の
よ

う
な
工
夫
を
し
な
が
ら
話
を
進
め
ま

し
ょ
う
。

発
症
後
は
、気
分
が
落
ち
込
み
や
す
い
、

イ
ラ
イ
ラ
し
や
す
い
、疲
れ
や
す
い
な
ど

の
変
化
が
現
れ
る
こ
と
が
あ
り
、コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
困
難
に
な
る
こ
と
で
不

安
や
ス
ト
レ
ス
を
抱
え
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。

　
周
囲
の
方
が
症
状
を
理
解
し
、そ
の

方
に
応
じ
た
接
し
方
の
工
夫
を
心
が
け

る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
　
　
　
言
語
聴
覚
士
　
小
池 

一
郎

　
　
　

在
宅
介
護
に
役
立
つ
便
秘
ケ
ア

　　
便
秘
は
食
事
や
生
活
習
慣
・
病
気
や

薬
の
副
作
用
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
原
因

に
よ
っ
て
起
こ
り
ま
す
。

　
食
事
を
し
て
か
ら
便
と
し
て
排
泄
さ

れ
る
ま
で
は
平
均
1
日
〜
3
日
で
す

（
個
人
差
が
あ
り
ま
す
）。便
秘
に
明
確

な
定
義
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、お
腹
が
張
っ

て
苦
痛
や
不
快
を
感
じ
る
と
便
秘
と
い

え
ま
す
。

　
高
齢
の
方
が
便
秘
に
な
る
と
、体
の

不
調
に
つ
な
が
る
こ
と
も
あ
る
た
め

注
意
が
必
要
で
す
。

■
便
秘
ケ
ア
の
ポ
イ
ン
ト

①
落
ち
つ
い
て
排
便
が
で
き
る
環
境
を

　
整
え
ま
し
ょ
う

　
在
宅
介
護
や
寝
た
き
り
の
方
は
、羞

　
恥
心
や
介
護
者
へ
の
気
遣
い
か
ら
遠

　
慮
し
て
便
秘
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

②
排
便
の
状
況
を
確
認
・
把
握
し
ま

　
し
ょ
う

　
排
便
の
頻
度
や
便
の
状
態
を
確
認
し

　
ま
し
ょ
う
。食
欲
不
振
、不
機
嫌
・
落

　
ち
着
か
な
い
行
動
な
ど
、便
秘
時
の

　
サ
イ
ン
を
見
逃
さ
な
い
こ
と
も
大
切

　
で
す
。

③
食
事
の
内
容
を
見
直
し
ま
し
ょ
う

　
栄
養
バ
ラ
ン
ス
は
偏
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。

　
食
物
繊
維
を
多
く
含
む
野
菜
を
と

　
り
、水
分
を
た
く
さ
ん
と
る
こ
と
が

　
重
要
で
す
。

④
腹
部
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
し
ま
し
ょ
う

　
腹
部
に「
の
」の
字
を
書
く
よ
う
に

　
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
し
ま
し
ょ
う
。

⑤
薬
剤
を
使
い
ま
し
ょ
う

　
便
の
性
状
を
観
察
し
、調
整
が
必
要

　
で
あ
れ
ば
医
師
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
看
護
師
　
加
下
井 

玲
子

失
語
症
の
方
に

接
す
る
と
き
の
ポ
イ
ン
ト

失
語
症
を
ご
存
じ
で
す
か
？

参考：日本眼科学会ホームページ



お知らせ
伝言板
患者の会や教室、院内のイベントについて
お知らせします。
都合により、内容は変更になる場合があります。

栄養科の
教室
対象は当院で栄養指導を受けたことがある方です。
参加を希望される方は栄養科までご連絡ください。

      ☎ （0566）25-8387〈直通〉

完全予約制

教室予約

ヘルシークッキング教室

5棟2階 調理実習室場　　　所

栄養食事指導料＋材料費600円（税抜）費　　　用

エプロン・筆記用具・診察券持　ち　物

当院生活習慣病患者・家族の皆さま対　象　者

夏野菜でイタリアン
日 時 平成29年8月3日（木）・4日（金）

午前10時～12時30分
（午前9時55分調理実習室前に集合）

平成29年8月

秋の食材で体調を整える
日 時 平成29年9月14日（木）・15日（金）

午前10時～12時30分
（午前9時55分調理実習室前に集合）

平成29年9月

慢性腎臓病教室
医師によるおはなしと管理栄養士による栄養指導
日 時 平成29年8月19日（土） 午前11時～12時30分

平成29年8月23日（水） 午後1時30分～3時
平成29年9月16日（土） 午前11時～12時30分
平成29年9月27日（水） 午後1時30分～3時

診療棟5階 第5会議室場　　　所

栄養食事指導料費　　　用

筆記用具・診察券持　ち　物

当院慢性腎臓病患者・家族の皆さま　対　象　者

乳がんと診断された方の会です。
どなたでもご参加いただけます。

水曜会

主 催 総合相談室（医療福祉相談グループ）

テーマ 乳がん患者の食生活と食事に困った時の工夫
（講師：管理栄養士）

診療棟5階 第4会議室場　　　所

無料（予約不要）参　　　加

（0566）25-2810〈総合相談室（医療福祉）〉お 問 合 せ

日 時 平成29年7月19日（水）午後2時～3時30分

主 催 総合相談室（医療福祉相談グループ）

日 時 平成29年9月11日（月）午後2時～3時30分 

パーキンソン病患者・家族の会

診療棟5階 第4会議室場　　　所

無料（予約不要）参　　　加

（0566）25-2810〈総合相談室（医療福祉）〉お 問 合 せ

パーキンソン病患者・家族の皆さまの会です。
当院におかかりの方を対象としています。

※9月は第2月曜日に開催します。

主 催 呼吸器・アレルギー内科

COPD教室

診療棟5階 第3会議室場　　　所

無料（予約不要）参　　　加

（0566）25-8304〈地域連携室〉お 問 合 せ

日 時 平成29年9月2日（土）
午前10時～11時

主 催 整形外科

骨粗鬆症教室
日 時 平成29年9月4日（月）

午後2時～3時30分 

診療棟5階 第3会議室場　　　所

無料（予約不要）参　　　加

（0566）25-8014〈整形外科外来〉お 問 合 せ

1516

Information

診療棟2階場　　　所 無料（予約不要）参　　　加 （0566）25-9215〈広報グループ〉お 問 合 せ

主 催 広報委員会

二胡コンサート

JAZZコンサート

院内コンサートのご案内

日 時 平成29年9月16日（土）午後2時30分～
演 奏 満天星（まんてんしん）

日 時 平成29年11月18日（土）午後2時30分～
演 奏 サウンドクリエーションジャズオーケストラ

心臓病のための栄養セミナー
管理栄養士による栄養指導と
ちょっとした減塩料理の試食会
日 時 平成29年8月2日（水）

平成29年9月6日（水）
午前10時30分～12時 
5棟2階 調理実習室
栄養食事指導料

場　　　所

当院心臓病患者・家族の皆さま
筆記用具・診察券持　ち　物

費　　　用

対　象　者

減塩食体験会

5棟2階 調理実習室
栄養食事指導科＋材料費600円（税抜）

場　　　所

塩分制限を必要とする当院患者・家族の皆さま対　象　者

筆記用具・診察券持　ち　物

費　　　用

減塩食（昼食）の試食と
管理栄養士による栄養指導
日 時 平成29年8月17日（木）・18日（金）

平成29年9月21日（木）・22日（金）
午前11時30分～午後1時

市民公開講座

日 時 平成29年9月16日（土）午前10時30分～
講 師 泌尿器科　部長　田中 國晃

知っておきたい
前立腺がんの正しい知識

日 時 平成29年11月4日（土）午前10時30分～
講 師 呼吸器・アレルギー内科　部長　加藤 聡之

主 催 広報委員会 主 催 広報委員会

軽く考えないで、肺炎！

（0566）25-9215〈広報グループ〉お 問 合 せ無料（予約不要）参　　　加診療棟5階 第1・2会議室場　　　所

※栄養指導を受けたことがない方でも、医師の指示があれば
　ご参加いただけます。

※



お知らせ
伝言板
患者の会や教室、院内のイベントについて
お知らせします。
都合により、内容は変更になる場合があります。

栄養科の
教室
対象は当院で栄養指導を受けたことがある方です。
参加を希望される方は栄養科までご連絡ください。

      ☎ （0566）25-8387〈直通〉

完全予約制

教室予約
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エプロン・筆記用具・診察券持　ち　物

当院生活習慣病患者・家族の皆さま対　象　者
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（午前9時55分調理実習室前に集合）

平成29年8月

秋の食材で体調を整える
日 時 平成29年9月14日（木）・15日（金）

午前10時～12時30分
（午前9時55分調理実習室前に集合）

平成29年9月

慢性腎臓病教室
医師によるおはなしと管理栄養士による栄養指導
日 時 平成29年8月19日（土） 午前11時～12時30分

平成29年8月23日（水） 午後1時30分～3時
平成29年9月16日（土） 午前11時～12時30分
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（講師：管理栄養士）

診療棟5階 第4会議室場　　　所

無料（予約不要）参　　　加

（0566）25-2810〈総合相談室（医療福祉）〉お 問 合 せ

日 時 平成29年7月19日（水）午後2時～3時30分

主 催 総合相談室（医療福祉相談グループ）
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主 催 呼吸器・アレルギー内科
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Information
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主 催 広報委員会

二胡コンサート

JAZZコンサート

院内コンサートのご案内

日 時 平成29年9月16日（土）午後2時30分～
演 奏 満天星（まんてんしん）

日 時 平成29年11月18日（土）午後2時30分～
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筆記用具・診察券持　ち　物
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減塩食（昼食）の試食と
管理栄養士による栄養指導
日 時 平成29年8月17日（木）・18日（金）

平成29年9月21日（木）・22日（金）
午前11時30分～午後1時

市民公開講座

日 時 平成29年9月16日（土）午前10時30分～
講 師 泌尿器科　部長　田中 國晃

知っておきたい
前立腺がんの正しい知識

日 時 平成29年11月4日（土）午前10時30分～
講 師 呼吸器・アレルギー内科　部長　加藤 聡之

主 催 広報委員会 主 催 広報委員会

軽く考えないで、肺炎！

（0566）25-9215〈広報グループ〉お 問 合 せ無料（予約不要）参　　　加診療棟5階 第1・2会議室場　　　所

※栄養指導を受けたことがない方でも、医師の指示があれば
　ご参加いただけます。

※



Information

がんサロン

診療棟4階 がん情報ラウンジ
無料（予約不要）

場　　　所

参　　　加

がんの治療中・療養中の患者さんやご家族
の方々が集い、がんについての疑問や不安、
悩みについて共に学び、語り合う場所です。

日 時 平成29年9月12日（火）
午後2時30分～3時30分
※8月は休会です。

がん相談支援センター

診療棟1階 総合相談室場　　　所

無料（予約不要）参　　　加

相談時間 30分程度

相談対応日

受付時間

月～金曜日、第1・3土曜日（休診日は除く）

月～金曜日：午前9時～午後4時
第1・3土曜日：午前9時～午後1時

がんに関する不安や疑問・療養生活における
悩みなどのさまざまな相談に看護師や医療
ソーシャルワーカーがお応えします。

ピアサポーター（がん治療体験者）による院内相談会

診療棟1階 正面玄関
無料（予約不要）

場　　　所

参　　　加

日 時 毎月第1木曜日（休診日は除く）
午前10時～12時

がんに関する不安や疑問・療養生活における
悩みなどのさまざまな相談にピアサポー
ターがお応えします。

がんに
関する情報
がん診療拠点病院として、がん患者さんの支援を
積極的に行っています。お気軽にお立ち寄りください。

●お問合せ
  （0566）25－8110〈がん相談支援センター〉

テーマ 治療と仕事との両立
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（
文
責：総
務
室
長
）

貴重なご意見を頂戴しありがとうございました。
今後も皆さまにご満足いただけるよう、職員一同
努力してまいります。

ご意見箱

1718

GORAKUROOM

［ いしんでんしん ］
7月になると、私の故郷である京都では1カ月かけて
祇園祭が行われます。山鉾巡行中、交差点で進行方向を
変える豪快な「辻回し」は見ているだけでも元気が出ます。
祇園祭の歴史は古く平安時代、京都中に疫病が蔓延し
たとき66本の鉾を立てて神様に疫病を鎮めてもらおう
と願ったのが始まりとされています。お祭りの歴史を紐
解いてみると、いつの時代も健康を願う人々の思いは
変わらないですね。
これから暑い日が続きますが、水分をしっかり取って
一緒に夏を乗り切りましょう。
　　　　　　　　　　　　　　広報委員　松永 公敏

本来「心を以って心に伝う」の意、以心伝心。私たちの業務も
患者さんの言葉のみに頼らず、表情、しぐさ、その向こうにあ
る心の訴えに充分に目を向ける「心配り」を大切にすること
が「医療安全」はもとより、快適な診療をお届けする基本だと
考えます。そんな意を込め「以」を「医」としてタイトルにいた
しました。

広 報 誌 タ イト ル余　聞

数独

出典：http://www7b.biglobe.ne.jp/～doctonakaoartificialintelligence/index.html
作者：ドクター中尾

タテ9列・ヨコ9列のそれぞれに1～9の数字が1つずつ入ります。
太線で区切られた3×3（9マス）の枠内にも1～9の数字が1つずつ入ります。
空白を数字で埋めよう。　
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祇園祭が行われます。山鉾巡行中、交差点で進行方向を
変える豪快な「辻回し」は見ているだけでも元気が出ます。
祇園祭の歴史は古く平安時代、京都中に疫病が蔓延し
たとき66本の鉾を立てて神様に疫病を鎮めてもらおう
と願ったのが始まりとされています。お祭りの歴史を紐
解いてみると、いつの時代も健康を願う人々の思いは
変わらないですね。
これから暑い日が続きますが、水分をしっかり取って
一緒に夏を乗り切りましょう。
　　　　　　　　　　　　　　広報委員　松永 公敏

本来「心を以って心に伝う」の意、以心伝心。私たちの業務も
患者さんの言葉のみに頼らず、表情、しぐさ、その向こうにあ
る心の訴えに充分に目を向ける「心配り」を大切にすること
が「医療安全」はもとより、快適な診療をお届けする基本だと
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材料（3～4人分）

管理栄養士　寺島 彩香

作り方

すを Season’s Cooking

ゴーヤーは沖縄地方の方言で“にがうり”を指し、他に“つるれいし”とも呼ばれます。
果皮に含まれるモモルデシンという成分の独特の苦みが特徴です。鮮やかな緑とくせ
のある味から緑黄色野菜と思われがちですが、カロテン量は少なく淡色野菜です。
他の野菜に比べてビタミンCがとても豊富で、加熱してもほとんど壊れずに残ります。
また、ミネラルも豊富に含まれており、夏場で食が細くなったときの栄養補給にぴったり
の野菜です。
チャンプルーは沖縄の方言で｢混ぜる｣｢混ぜ合わせた料理｣のことで、さまざまな食材
をとり合わせて調理します。

｢ゴーヤーチャンプルー｣
今回のお料理

塩分1.1g

１人分あたりの
カロリー

234kcal

　［予約変更専用窓口］　0566-25-8103　　　
　［歯科口腔外科外来］　0566-25-8020

［ 救急外来について ］
当院の救急外来は、重症度の高い患者さんを優先に診療いたします。円滑な
救急医療を行うため、なるべくかかりつけ医か休日診療所、在宅当番医を受診
してください。必要に応じて当院にご紹介いただくシステムになっています。

［ 紹介状持参のお願い ］
当院の外来診療は紹介型専門外来です。初診の方は、地域診療所からの紹介状
（診療情報提供書）を必ずお持ちください。紹介状なしで受診された場合、初診時の
選定療養費5,000円（税抜）がかかり、待ち時間が長くなりますのであらかじめ
ご了承ください。

当院は、地域医療連携を推進しています。当院を受診される場合は、かかりつけ医
からの紹介と予約が必要です。皆さまのご理解とご協力をよろしくお願いいたします。

■予約変更専用窓口について

■かかりつけ医を持ちましょう

予約の変更・確認は、予約変更専用窓口で承ります。
ただし、歯科口腔外科の場合は歯科口腔外科外来までご連絡ください。

http://www.toyota-kai .or . jp/
刈谷豊田総合病院 検索

バックナンバーは当院ホームページにてご覧いただけます日本医療機能評価機構の
認定を受けています

卒後臨床研修評価機構の
認定を受けています

ISO 9001

ISO14001

ISO15189

平成18年2月に認証取得

平成12年2月に認証取得

平成19年2月に自己宣言に移行

平成22年11月に認定取得

：

：

：

・ゴーヤー・・・・・・・・
・豚肉薄切り・・・・・
・木綿豆腐・・・・・・・
・卵・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・サラダ油・・・・
・塩・・・・・・・・・・・・・・
・しょうゆ・・・・・・・・・・
・削り節・・・・・・・

1本（200g）
130～150g
１丁（300ｇ）

２個
大さじ1/2＋適宜

小さじ1/2
大さじ1/2

小１パック（3g）

❶

❷

❸

❹

❺
❻

ゴーヤーは縦半分に切って種とワタを除き、2～3mmの厚さに切る。
ボールに入れて10分ほど水につけ、ざるにあげて水気を切り、苦みを和らげる。
★苦みをより抑えたい場合は、ゴーヤー１本に対して小さじ１（分量外）の塩を揉み
　込み、沸騰した湯で10秒ほど茹でてください。
豚肉は３cｍ幅に切り、卵は軽く溶いておく。キッチンペーパーを２～３枚重ねて敷き、
豆腐を大きめの一口サイズに割って載せ、10分ほど置いて水切りをする。
フライパンにサラダ油大さじ1/2を強火で熱し、豆腐を入れて両面に焼き色がつくまで
焼き、取り出す。
同じフライパンにサラダ油を少々足して熱し、豚肉を入れて炒める。豚肉の色が変わっ
たらゴーヤーを加えてさっと炒め、塩としょうゆで調味し、ゴーヤーに火を通す。
豆腐を戻し入れて炒め合わせ、卵を加えて軽く混ぜふたをして蒸し焼きにする。
卵に火が通ったら皿に盛り、削り節を散らす。

 

数独の解答

広報誌

分野で社会に貢献します。保健 医療 福祉

ご自由にお取りください
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［ 夏季休診日のご案内 ］

平成29年8月11日（金）～15日（火）
※ただし、緊急の場合はこの限りではありません。
　当院の救急外来では重症度の高い患者さんを優先に診療いたしますので、
　あらかじめご了承ください。

患者の皆さまにはご不便やご迷惑をおかけしますが、
何卒ご理解とご協力の程お願い申し上げます。

電子カルテシステム更新による救急診療制限のお知らせ

【期間】平成29年8月11日（金）午後10時～8月13日（日）午前8時30分

更新期間中は、救急診療を制限させていただきますので他医療機関の
受診をお願いいたします。


